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臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
に
よ
る
長
慶
天
皇
陵
の
調
査

　
　
　
　
　
　

設
置
か
ら
「
伝
説
箇
所
」
の
審
議
ま
で　
　

外　

池　
　
　

昇　
　

　
　
　

は
じ
め
に

　

長
慶
天
皇
を
め
ぐ
っ
て
は
江
戸
時
代
か
ら
そ
の
即
位
の
有
無
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
大
き

な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
明
治
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
議
論
は
、
後
醍
醐
天
皇
を
初
代
と
す
る
い
わ
ゆ
る
南
朝
に
お
い
て
、
第
二
代
村
上
天
皇
に
次

い
で
長
慶
天
皇
の
即
位
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
、
長
慶
天
皇
が
南
朝
の
第
三
代
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問

題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
天
皇
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
極
め
て
重
大
な
事
柄
が
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
問



一
三
二

題
は
深
刻
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
国
定
教
科
書
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
明
治
四
十
四
年
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
南
北

朝
正
閏
論
争
に
お
い
て
南
朝
が
正
統
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
も
考
慮
に
い
れ
れ
ば
、
こ
の
問
題
の
な
お
一
層
の

重
要
性
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
も
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
長
慶
天
皇
の
即
位
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
八
代
國
治
著
『
長
慶
天
皇
御
即

位
の
研
究
』（
大
正
九
年
十
月
、
明
治
書
院
）
に
よ
っ
て
即
位
が
あ
っ
た
こ
と
が
学
問
の
上
で
は
確
認
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
、
大
正
十
五
年
十
月
二
十
一
日
に
は
「
詔
書
」
に
よ
っ
て
長
慶
天
皇
の
即
位
が
認
め
ら

れ
た
。
い
わ
ゆ
る
皇
統
加
列
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
大
正
十
三
年
四
月
一
日
に
は
八
代
は
亡
く
な
っ
て
い
た

が
、
皇
統
加
列
の
あ
っ
た
日
に
は
、「
御
沙
汰
書
」・
御
紋
附
銀
花
瓶
一
箇
・
金
五
百
円
が
八
代
に
下
賜
さ
れ

た
。

　

本
稿
の
関
心
は
こ
こ
か
ら
先
の
経
緯
で
あ
る
。
長
慶
天
皇
の
即
位
が
確
か
に
あ
っ
た
と
い
う
の
な
ら
、
当

然
、
そ
の
陵
の
所
在
地
が
問
題
と
な
る
。
当
時
す
で
に
、
相
馬
陵
墓
参
考
地
（
青
森
県
中
津
軽
郡
）
と
河
根
陵

墓
参
考
地
（
和
歌
山
県
伊
都
郡
）
が
長
慶
天
皇
陵
を
見
込
ん
で
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、
政
府
と
し
て
は
、
陵
墓

参
考
地
で
は
な
く
正
式
の
長
慶
天
皇
陵
の
決
定
が
喫
緊
の
課
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
昭
和
十
年
六
月
二

十
七
日
に
宮
内
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
が
、
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
で
あ
る
。
こ
の
臨
時
陵

墓
調
査
委
員
会
に
か
か
わ
る
公
文
書
を
網
羅
的
に
綴
り
込
ん
だ
も
の
が
『
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
書
類
及
資

料
』（

（
（

で
あ
り
、
至
っ
て
貴
重
で
あ
る
。
こ
の
『
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
書
類
及
資
料
』
に
拠
っ
て
、
長
慶
天
皇
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陵
の
決
定
に
至
る
経
過
は
、
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
の
審
議
を
軸
と
し
つ
つ
よ
く
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
昭
和
十
年
六
月
二
十
七
日
に
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
長
慶
天
皇
陵
の
「
伝
説
箇

所
」
の
具
体
的
な
審
議
に
着
手
す
る
お
お
む
ね
昭
和
十
一
年
四
月
頃
に
至
る
ま
で
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し

た
い
。

　
　
　

一　

湯
浅
倉
平
に
よ
る
「
宮
内
大
臣
挨
拶
」（
昭
和
十
年
六
月
二
十
七
日
）

　

臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
設
置
に
際
し
て
の
宮
内
大
臣
湯
浅
倉
平（

（
（

に
よ
る
「
挨
拶
」
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。

臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
ニ
於
ケ
ル
宮
内
大
臣
挨
拶

�

「（
後
筆
）
昭
和
十
年
六
月
廿
七
日
」　
　
　

一
言
御
挨
拶
申
上
ケ
マ
ス
今
回
宮
内
省
ニ
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
ヲ
置
カ
ル
ル
コ
ト
ニ
相
成
リ
マ
シ
タ
ニ

就
キ
マ
シ
テ
ハ
省
外
カ
ラ
モ
夫
々
御
専
門
ノ
方
々
ヲ
煩
シ
マ
シ
テ
本
会
ノ
委
員
ニ
ナ
ツ
テ
戴
キ
マ
シ
タ
其

ノ
第
一
回
ノ
委
員
会
ヲ
開
ク
ニ
当
リ
マ
シ
テ
御
挨
拶
ヲ
申
述
ヘ
ル
機
会
ヲ
得
マ
シ
タ
コ
ト
ハ
真
ニ
欣
幸
ト

致
ス
所
テ
御
座
イ
マ
ス

　

御
承
知
ノ
通
リ
現
在
宮
内
省
ニ
於
キ
マ
シ
テ
御
守
リ
ヲ
致
シ
管
理
ヲ
申
上
ケ
テ
居
リ
マ
ス
ル
御
陵
墓
ハ
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御
方
ノ
数
カ
ラ
申
上
ケ
マ
ス
ト
八
百
十
三
ア
ル
ノ
テ
御
座
イ
マ
ス
ル
カ
今
尚
御
陵
墓
ノ
御
治
定
ニ
ナ
ツ
テ

居
リ
マ
セ
ヌ
御
方
々
カ
長
慶
天
皇
ヲ
始
メ
奉
リ
マ
シ
テ
凡
ソ
一
千
五
百
ニ
モ
及
ン
テ
居
ル
有
様
テ
御
座
イ

マ
ス

　

長
慶
天
皇
ハ
大
正
十
五
年
大
統
ニ
列
セ
ラ
レ
給
フ
タ
ノ
テ
御
座
イ
マ
ス
カ
其
ノ
御
陵
ハ
未
タ
御
治
定
ノ

運
ヒ
ニ
至
リ
マ
セ
ヌ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
長
慶
天
皇
ノ
御
陵
ト
伝
ヘ
テ
居
リ
マ
ス
箇
所
テ
ア
リ
マ
シ
テ
今
日
迄
宮

内
省
ノ
関
知
致
シ
テ
居
リ
マ
ス
ル
所
ハ
殆
ト
七
十
箇
所
ニ
モ
達
セ
ン
ト
ス
ル
有
様
テ
御
座
イ
マ
ス
然
ル
ニ

未
タ
御
陵
ノ
所
在
ニ
付
テ
確
タ
ル
手
懸
モ
発
見
セ
ラ
レ
マ
セ
ヌ
誠
ニ
恐
懼
ニ
堪
ヘ
ヌ
次
第
テ
御
座
イ
マ
ス

之
ハ
一
日
モ
速
ニ
御
陵
ノ
御
治
定
ヲ
仰
キ
得
ル
様
ニ
ナ
リ
マ
シ
テ
長
慶
天
皇
ノ
御
皇
霊
ヲ
安
ン
シ
奉
リ
宸

衷
ニ
報
ヒ
奉
リ
マ
ス
ト
共
ニ
赤
子
ノ
冀
望
ヲ
満
タ
サ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ノ
テ
御
座
イ
マ
ス
又
御
治
定
ニ
ナ
ツ
テ

居
リ
マ
セ
ヌ
御
陵
墓
ニ
就
キ
マ
シ
テ
ハ
従
来
ト
雖
宮
内
省
ニ
於
キ
マ
シ
テ
調
査
考
究
ヲ
進
メ
ツ
ヽ
ア
ル
ノ

テ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
去
ル
三
月
ニ
ハ
更
ニ
宮
内
省
官
制
ノ
一
部
ヲ
改
正
致
シ
マ
シ
テ
諸
陵
寮
職
員
ト
シ
テ
考

証
官
カ
新
設
セ
ラ
レ
マ
シ
タ
御
陵
墓
調
査
機
関
ノ
拡
張
ヲ
見
ル
ニ
至
ツ
タ
ノ
テ
御
座
イ
マ
ス
乍
併
御
陵
墓

ニ
関
シ
マ
ス
ル
事
柄
ハ
其
ノ
性
質
真
ニ
重
大
テ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
故
ニ
之
カ
取
扱
ハ
慎
重
ヲ
期
サ
ナ
ケ
レ
ハ

ナ
リ
マ
セ
ヌ
又
調
査
モ
出
来
ル
丈
充
分
ニ
手
段
ヲ
盡
シ
審
議
ヲ
凝
サ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
之
カ
為
ニ
此

ノ
委
員
会
ヲ
設
ケ
ラ
レ
マ
シ
タ
ノ
テ
御
座
イ
マ
ス

　

本
委
員
会
ニ
御
諮
リ
致
シ
タ
イ
ト
存
シ
マ
ス
ル
事
柄
ノ
大
体
ヲ
申
上
ク
レ
ハ
長
慶
天
皇
ノ
御
陵
ノ
調
査
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ヲ
主
要
ナ
ル
モ
ノ
ト
致
シ
マ
シ
テ
之
ト
共
ニ
其
ノ
他
未
タ
御
治
定
ニ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
セ
ヌ
御
陵
墓
ノ
調
査

ニ
関
シ
マ
ス
ル
事
項
及
其
ノ
他
ニ
或
ハ
既
ニ
現
在
御
治
定
ニ
相
成
ツ
テ
居
リ
マ
ス
ル
御
陵
墓
ニ
対
シ
テ
モ

イ
ロ
イ
ロ
疑
義
ノ
ア
ル
モ
ノ
カ
御
座
イ
マ
ス
ル
ノ
テ
其
ノ
究
明
ニ
関
ス
ル
事
柄
或
ハ
陵
墓
参
考
地
ノ
調
査

整
理
ニ
関
ス
ル
事
項
等
テ
御
座
イ
マ
ス
カ
何
分
ニ
モ
事
柄
ハ
沢
山
御
座
イ
マ
ス
シ
史
上
ニ
徴
證
ノ
乏
シ
イ

難
件
テ
御
座
イ
マ
ス
ル
カ
故
ニ
之
等
ノ
案
件
ニ
就
キ
マ
シ
テ
ハ
特
ニ
各
位
ノ
腹
蔵
ナ
キ
御
協
議
ヲ
願
ヒ
御

審
議
ヲ
煩
シ
タ
イ
ト
存
シ
マ
ス
委
員
会
ヲ
開
ク
ニ
当
リ
マ
シ
テ
一
言
御
挨
拶
ヲ
申
上
ケ
ル
ト
共
ニ
御
多
用

中
真
ニ
容
易
ナ
ラ
ヌ
事
テ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
今
後
何
分
ノ
御
協
力
ニ
預
リ
タ
イ
希
望
ヲ
有
ツ
テ
居
ル
モ
ノ
テ

御
座
イ
マ
ス（

（
（

　

こ
の
「
挨
拶
」
か
ら
は
、
当
時
宮
内
省
が
陵
墓
を
め
ぐ
る
事
柄
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
問
題
点
を
認
識
し
て

い
た
か
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
中
で
も
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
長
慶
天
皇
陵
を

早
く
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ひ
と
つ
に
は
「
長
慶
天
皇
ノ
御
皇
霊
ヲ
安

ン
シ
奉
リ
宸
衷
ニ
報
ヒ
奉
」
る
た
め
で
あ
り
、
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
に
は
「
赤
子
ノ
冀
望
ヲ
満
タ
」
す
た
め
で

あ
る
、
と
す
る
。
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二　
「
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
諮
問
要
項
及
諮
問
要
点
」

　

右
の
「
挨
拶
」
の
前
提
と
な
っ
た
の
は
、
同
年
六
月
二
十
二
日
に
定
め
ら
れ
た
「
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
規

定
」（

（
（

で
あ
る
。
こ
の
第
二
条
に
は
、「
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
ハ
陵
墓
ノ
考
證
ニ
関
シ
宮
内
大
臣
ノ
諮
問
ニ
応

シ
意
見
ヲ
開
申
ス
（
略
）」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
が
宮
内
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
開
申

す
る
意
見
の
内
容
に
つ
い
て
「
陵
墓
ノ
考
證
」
と
一
般
的
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
事
実
後
述
す
る
よ
う
に
諮
問

事
項
は
広
く
陵
墓
を
め
ぐ
る
考
證
全
般
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
の
主
要
な
眼
目
は
長
慶

天
皇
陵
を
め
ぐ
る
事
柄
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
左
に
引
く
「
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
諮
問
要
項
及
諮
問
要
点
」
は
、
文
字
通
り
臨
時
陵
墓
調
査
委
員

会
に
諮
問
さ
れ
た
事
柄
の
「
要
項
」
お
よ
び
「
要
点
」
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
の
は
、
宮
内
大
臣
に
よ
る
諮
問
の
中
で
、
そ
し
て
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
に
よ
る
「
要
項
」「
要
点
」
の

中
で
、
長
慶
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
事
柄
が
い
か
に
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
　

臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
諮
問
要
項
及
諮
問
要
点

第
一
未
定
陵
墓
ニ
関
ス
ル
件

　

イ
長
慶
天
皇
ノ
陵
ニ
関
ス
ル
件
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三
七

　
　

右
ニ
就
テ
ハ
左
ノ
点
ヲ
諮
問
セ
ン
ト
ス

　
　

㈠
陵
所
捜
索
調
査
ノ
指
針

　
　

㈡
陵
所
ニ
関
ス
ル
衆
説
ノ
検
考

　
　

㈢
調
査
ノ
結
果
一
定
ノ
理
由
ヲ
以
テ
ス
ル
陵
所
ノ
認
定
方

　
　

㈣
陵
所
判
明
ノ
見
込
立
タ
ザ
ル
時
ニ
於
ケ
ル
措
置
方

　

ロ
長
慶
天
皇
ノ
陵
以
外
ノ
未
定
陵
墓
ニ
関
ス
ル
件

　
　

右
ニ
就
テ
ハ
左
ノ
点
ヲ
諮
問
セ
ン
ト
ス

　
　

㈠
所
在
地
未
定
陵
墓
ノ
探
索
調
査
ノ
指
針

　
　

㈡
陵
墓
ニ
関
ス
ル
在
来
ノ
徴
證
ノ
検
考

　
　

㈢
調
査
ノ
結
果
一
定
ノ
理
由
ヲ
以
テ
ス
ル
陵
墓
ノ
認
定
方

　
　

㈣
調
査
探
索
ヲ
盡
ス
モ
所
在
判
明
ノ
見
込
立
タ
ザ
ル
陵
墓
ニ
関
シ
テ
ノ
措
置
方

第
二
現
在
諸
陵
寮
管
理
ノ
陵
墓
ニ
関
ス
ル
件

　

右
ニ
就
テ
ハ
左
ノ
点
ヲ
諮
問
セ
ン
ト
ス

　
　

㈠
考
證
上
ノ
問
題
ノ
附
随
ス
ル
陵
墓
ノ
管
理
方

　
　

㈡
陵
名
其
他
ニ
関
ス
ル
考
證

　
　

㈢
陵
墓
ニ
対
ス
ル
異
説
ノ
辨
疑
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㈣
皇
室
陵
墓
令
上
陵
又
ハ
墓
ト
ス
ル
ニ
疑
義
ア
ル
陵
墓
ノ
辨
正

第
三
陵
墓
参
考
地
ニ
関
ス
ル
件

　

右
ニ
就
テ
ハ
左
ノ
点
ヲ
諮
問
セ
ン
ト
ス

　
　

㈠
其
ノ
調
査
考
證
ノ
方
法

　
　

㈡
調
査
ノ
結
果
陵
墓
ト
シ
テ
認
ム
ベ
キ
モ
ノ
ノ
認
定
方

　
　

㈢
陵
墓
参
考
地
ト
シ
テ
存
置
ス
ル
コ
ト
ノ
要
否

　
　

㈣
新
タ
ニ
陵
墓
参
考
地
ニ
編
入
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ノ
要
否（

（
（

　

い
か
に
長
慶
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
問
題
が
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
に
と
っ
て
緊
要
の
課
題
で
あ
っ
た
か
が
、
こ

こ
に
明
瞭
で
あ
る
。
こ
こ
に
具
体
的
に
陵
墓
の
名
称
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
唯
一
長
慶
天
皇
陵
に
限
ら
れ

て
い
る
。

　
　
　

三　
「
諮
問
要
項
説
明
」

　

次
の
「
諮
問
要
項
説
明
」
は
、
右
に
み
た
「
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
諮
問
要
項
及
諮
問
要
点
」
の
各
項
目
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
説
明
の
う
ち
、
長
慶
天
皇
陵
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。

諮
問
要
項
説
明
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第
一
未
定
陵
墓
ニ
関
ス
ル
件

イ
長
慶
天
皇
ノ
陵
ニ
関
ス
ル
件

㈠
陵
所
探
索
調
査
ノ
指
針

　

�
陵
所
探
索
ニ
付
テ
ハ
長
慶
天
皇
御
事
蹟
殊
ニ
其
ノ
御
在
所
乃
至
崩
御
ノ
場
所
御
事
蹟
ニ
関
係
ア
ル
土
地

御
遺
物
御
遺
作
又
ハ
天
皇
皇
子
ノ
考
證
或
ハ
天
皇
ノ
時
代
ニ
対
ス
ル
聖
慮
ノ
推
明
関
係
臣
僚
ノ
範
囲
其

事
蹟
又
ハ
踪
跡
等
ノ
攻
究
ヲ
要
ス
ベ
ク
更
ニ
又
既
往
現
時
ニ
亘
リ
テ
存
ス
ル
陵
所
ニ
関
ス
ル
諸
説
ヲ
罔

羅
蒐
集
ス
ル
要
ナ
キ
ヤ
又
天
皇
及
ビ
陵
所
ニ
関
ス
ル
未
知
ノ
記
録
ナ
キ
ヤ
又
ハ
長
慶
天
皇
陵
所
ヲ
探
索

ス
ル
民
間
篤
志
家
ノ
説
ヲ
聴
取
ス
ベ
キ
ヤ
等
陵
所
ノ
探
索
調
査
ニ
関
ス
ル
指
導
方
針
ヲ
明
白
ニ
樹
立
セ

ン
ガ
為
諮
問
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス

㈡
陵
所
ニ
関
ス
ル
衆
説
ノ
検
考

　

�

天
皇
陵
所
ニ
関
シ
宮
内
省
ノ
接
受
シ
タ
ル
牒
報
ハ
昭
和
八
年
十
二
月
末
現
在
ニ
於
テ
五
十
七
箇
所
其
後

追
加
十
箇
所
ヲ
算
ス
此
等
ノ
中
ニ
ハ
陵
墓
参
考
地
ト
ナ
レ
ル
モ
ノ
二
箇
所
ア
リ
（
河
根
、
相
馬
）
又
宮

内
省
ヨ
リ
実
査
ヲ
試
ミ
タ
ル
モ
ノ
陵
ト
認
メ
ザ
ル
旨
指
令
シ
タ
ル
モ
ノ
等
ア
レ
ド
モ
本
委
員
会
ニ
於
テ

ハ
各
説
ニ
対
ス
ル
検
討
尚
必
要
ア
ラ
バ
実
査
乃
至
発
掘
ヲ
試
ミ
其
ノ
真
否
ヲ
判
定
ス
ベ
ク
更
ニ（
ア
キ
マ
マ
）

　

今
後

提
出
セ
ラ
ル
ル
新
説
又
ハ
新
上
申
地
ニ
対
シ
テ
モ
討
査
ヲ
行
フ
ベ
シ
此
等
ノ
為
諮
問
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト

ス
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㈢
調
査
ノ
結
果
一
定
ノ
理
由
ヲ
以
テ
ス
ル
陵
所
ノ
認
定
方

　

�

調
査
ノ
結
果
略
御
陵
ト
認
定
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
場
所
判
明
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
陵
所
ト
シ
テ
認
定
ス
ル

コ
ト
ノ
可
否
ニ
付
最
終
ノ
諮
問
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
而
シ
テ
此
場
合
在
来
ノ
陵
墓
参
考
地
ニ
シ

テ
陵
所
タ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
ハ
如
何
ナ
ル
措
置
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
カ
等
ノ
点
モ
自
然
問
題
ト
ナ
ル
ベ
シ

㈣
陵
所
判
明
ノ
見
込
立
タ
ザ
ル
時
ニ
於
ケ
ル
措
置
方

　

�

相
当
ノ
期
間
百
方
探
索
シ
調
査
ス
ル
モ
遂
ニ
徴
証
（
マ
マ
）明
白
ナ
ル
陵
所
ヲ
確
知
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
ト
キ
尚
其
ノ

確
知
セ
ラ
ル
ル
迄
探
索
調
査
ヲ
将
来
ニ
向
ツ
テ
継
続
ス
ベ
キ
カ
又
ハ
其
レ
迄
擬
制
ヲ
以
テ
陵
所
ヲ
設
置

ス
ヘ
キ
カ
而
シ
テ
此
ノ
設
置
ノ
場
所
ハ
既
存
陵
墓
参
考
地
ニ
就
キ
之
ヲ
択
ブ
ベ
キ
カ
或
ハ
新
タ
ニ
他
ノ

適
当
ナ
ル
場
所
ヲ
選
定
ス
ベ
キ
カ
ニ
付
諮
問
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス
此
ノ
諮
問
ハ
前
項
ト
共
ニ
将
来
ノ
事

ナ
ル
ベ
キ
モ
尚
之
ヲ
前
ニ
豫
メ
議
ス
ベ
キ
ヤ
否
ヤ
ハ
選
択
ノ
存
ス
ル
所
ナ
リ

　
（
略
）（

（
（

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
長
慶
天
皇
陵
の
所
在
地
に
つ
い
て
、
宮
内
省
は
二
箇
所
の
陵
墓
参
考
地
（
相
馬
陵
墓
参
考

地
・
河
根
陵
墓
参
考
地
）
を
含
め
て
、
昭
和
八
年
十
二
月
末
現
在
で
五
十
七
箇
所
（
そ
の
後
の
追
加
は
十
箇

所
）
を
把
握
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、「
実
査
」
を
し
た
も
の
も
、
陵
と
認
め
な
い
と
「
指
令
」
し
た
も
の

も
あ
る
、
と
い
う
。
こ
れ
が
、
こ
の
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
段
階
で
の
長
慶
天
皇
陵
の
所
在
地

を
め
ぐ
る
宮
内
省
に
お
け
る
実
態
で
あ
っ
た
。
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興
味
深
い
の
は
、
こ
の
「
諮
問
要
項
説
明
」
に
、
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
に
よ
る
長
慶
天
皇
陵
の
所
在
地
認

定
へ
向
け
て
の
手
順
の
見
通
し
が
明
確
な
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
箇
条
書
き
に
ま
と
め

る
。

　

①�
昭
和
八
年
十
二
月
末
の
段
階
で
宮
内
省
が
把
握
し
て
い
る
五
十
七
箇
所
（
河
根
陵
墓
参
考
地
・
相
馬
陵
墓

参
考
地
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
検
討
が
必
要
で
あ
れ
ば
「
実
査
」
な
い
し
「
発
掘
」
を
試
み
て
そ
の
真
否

を
判
定
し
、
今
後
提
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
「
新
説
」
や
「
新
上
申
地
」
に
つ
い
て
も
討
査
を
行
な
う
。

　

②�

調
査
の
結
果
認
定
に
足
る
場
所
が
判
明
し
た
と
き
は
、
そ
こ
を
陵
所
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
の
可
否
に
つ

い
て
最
終
の
諮
問
を
す
る
。
こ
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
陵
墓
参
考
地
に
ど
の
よ
う
な
措
置
を
す
る
べ
き
か

も
問
題
と
な
ろ
う
。

　

③�

相
当
の
期
間
各
方
面
を
探
索
・
調
査
し
て
も
つ
い
に
徴
証
が
明
ら
か
な
陵
所
が
確
知
で
き
な
い
時
は
、
確

知
で
き
る
迄
探
索
・
調
査
を
続
け
る
べ
き
か
、
ま
た
は
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
「
擬
制
」
に
よ
っ
て
陵
所
を

設
置
す
る
か
に
つ
い
て
諮
問
を
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
「
擬
制
」
に
よ
る
陵
所
の
設
置
に
つ
い
て
も
、

既
存
の
陵
墓
参
考
地
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
新
た
に
他
の
適
当
な
場
所
を
選
定
す
る
か
に
つ
い
て
も
諮
問

す
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
に
提
示
さ
れ
た
長
慶
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
審
議
の
手
順
は
、
そ
の
後
た
ど
っ
た
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
に

お
け
る
実
際
の
審
議
の
経
過
と
よ
く
符
合
す
る
。
特
に
、「
探
索
」「
調
査
」
の
結
果
長
慶
天
皇
陵
が
見
つ
か
ら
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な
い
場
合
に
と
ら
れ
得
る
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
擬
制
」
に
よ
る
陵
所
の
「
設
置
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
（
③
）
が
、
こ
れ
は
、
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
が
後
に
議
論
の
俎
上
に
乗
せ
た
「
擬
陵
」
と
い
う
考
え
方
の

前
提
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
確
か
な
長
慶
天
皇
陵
が
判
明
し
た
場
合
に
既
に
存
す
る
二
箇
所
の
陵
墓

参
考
地
の
措
置
が
問
題
と
な
ろ
う
と
い
う
指
摘
（
②
）
に
つ
い
て
も
、
そ
の
後
の
経
過
を
よ
く
先
取
り
す
る
も

の
と
い
え
る
。

　

た
だ
し
、「
実
査
」
な
い
し
「
発
掘
」
を
試
み
て
そ
の
真
否
を
判
定
す
る
（
①
）
と
い
う
内
の
「
発
掘
」
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
が
実
際
に
試
み
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
を
含
め
て
、
そ
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
れ
か
ら
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
が
長
慶
天
皇
陵
に
つ
い
て
審
議
し
よ
う
と
す
る

に
際
し
て
の
「
諮
問
要
項
説
明
」
に
み
え
る
「
検
討
」
の
具
体
的
な
内
容
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
は
っ
き
り
と

「
発
掘
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
大
い
に
興
味
深
い
。

　
　
　

四　
「
諮
問
第
一
号
」
の
「
説
明
書
」

　

さ
て
、
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
が
宮
内
大
臣
に
諮
問
さ
れ
た
事
項
は
全
部
で
二
十
七
項
に
も
及
ん
だ（

（
（

が
、
長

慶
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
諮
問
は
当
然
そ
の
第
一
号
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
諮
問
に
は
「
説
明
書
」

が
付
さ
れ
た
が
、「
諮
問
第
一
号
」「
一
長
慶
天
皇
ノ
陵
ハ
如
何
ニ
調
査
考
證
ス
ヘ
キ
ヤ
」
の
「
説
明
書
」
は
次
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の
通
り
で
あ
る
。

諮
問
第
一
号

　
　
　
　
　

説
明
書

長
慶
天
皇
ハ
大
正
十
五
年
皇
代
ニ
列
セ
ラ
レ
給
ヒ
シ
ガ
其
ノ
御
陵
ノ
所
在
ニ
就
キ
テ
ハ
未
ダ
御
治
定
ヲ
仰

グ
ニ
至
ラ
ズ
明
治
二
十
一
年
青
森
県
中
津
軽
郡
相
馬
村
及
和
歌
山
県
伊
都
郡
河
根
村
ニ
定
メ
ラ
レ
タ
ル
陵

墓
参
考
地
ア
リ
又
長
慶
天
皇
ノ
御
陵
ナ
リ
ト
ノ
見
込
ヲ
以
テ
上
申
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
七
十
箇
所
ニ
達
セ
ン
ト

ス
ル
ト
雖
考
證
上
首
肯
シ
得
ベ
キ
モ
ノ
一
ト
シ
テ
存
セ
ズ
御
陵
考
證
上
ノ
手
懸
カ
リ
サ
ヘ
之
ヲ
発
見
ス
ル

ノ
至
難
ナ
ル
ヲ
感
ズ
ル
状
態
ナ
ル
ニ
依
リ
長
慶
天
皇
ノ
陵
ニ
関
ス
ル
根
本
的
ナ
ル
調
査
考
證
ノ
方
法
及
ビ

結
果
ニ
付
諮
問
ス
ル
所
ナ
リ（

（
（

　

長
慶
天
皇
陵
の
い
わ
ば
候
補
と
し
て
存
し
た
二
箇
所
の
陵
墓
参
考
地
も
あ
り
、
長
慶
天
皇
陵
と
の
上
申
が
七

十
箇
所
も
あ
る
の
で
は
あ
る
が
、「
考
證
上
首
肯
シ
得
ベ
キ
モ
ノ
一
ト
シ
テ
存
セ
ズ

4

4

4

4

4

4

4

」（
傍
点
引
用
者
）、
か
つ
、

「
御
陵
考
證
上
ノ
手
懸
リ
サ
ヘ
之
ヲ
発
見
ス
ル
ノ
至
難
ナ
ル
ヲ
感
ズ
ル
状
態
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
「
諮
問
第
一
号
」
を
担
当
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
委
員
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
は
委
員
長
・
委
員
・
幹
事
・
書
記
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
諮
問
第
一
号
」
を

分
担
し
た
の
は
、
黒
板
勝
美
（
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
）・
辻
善
之
助
（
東
京
帝
国
大
学
教
授
兼
史
料
編
纂

官
）・
荻
野
仲
三
郎
（
国
宝
保
存
会
委
員
）・
芝
葛
盛
（
図
書
寮
編
修
官
）
の
各
委
員
で
あ
る（

（
（

。
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ま
た
、
昭
和
十
年
度
に
つ
い
て
は
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
の
日
程
が
判
明
し
て
い
る（
（（
（

。
ま
ず
総
会
に
つ
い
て

み
る
と
、
右
に
み
た
昭
和
十
年
六
月
二
十
七
日
の
「
宮
内
大
臣
挨
拶
」
が
な
さ
れ
た
回
を
第
一
回
と
し
て
、
七

月
十
二
日
に
第
二
回
、
九
月
二
日
に
第
三
回
、
十
月
十
四
日
に
第
四
回
、
十
一
月
十
二
日
に
第
五
回
、
十
二
月

七
日
に
第
六
回
が
開
催
さ
れ
た
（
場
所
は
い
ず
れ
も
宮
内
大
臣
官
舎
）。
そ
の
内
「
諮
問
第
一
号
」
に
つ
い
て

は
総
会
の
第
二
回
で
審
議
さ
れ
た
が
、「
諮
問
第
一
号
」
を
担
当
し
た
委
員
等
に
よ
る
小
委
員
会
が
、
第
一
回

が
七
月
十
八
日
に
「
長
慶
天
皇
ニ
関
ス
ル
上
申
書
類
審
査
（
青
森
、
岩
手
二
県
ノ
分
）」
を
議
事
と
し
て
（
於

帝
室
会
計
調
査
局
会
議
室
）、
第
三
回
が
十
月
十
一
日
に
「
長
慶
天
皇
陵
上
申
書
類
（
青
森
、
岩
手
）
審
査
ノ

報
告
、
芝
委
員
」
を
議
事
と
し
て
（
於
図
書
寮
高
等
官
食
堂
）、
第
六
回
が
十
一
月
十
二
日
に
「
長
慶
天
皇
ニ

関
ス
ル
龍
、
相
田
両
嘱
託
ノ
調
査
方
針
ニ
付
協
議
」
を
議
事
と
し
て
（
於
宮
内
大
臣
官
舎
）、
そ
し
て
第
七
回

が
十
二
月
六
日
に
「
長
慶
天
皇
陵
関
係
上
申
書
類
審
査
（
福
島
、
群
馬
、
東
京
、
富
山
、
山
梨
ノ
分
）
を
議
事

と
し
て
開
催
さ
れ
た
（
於
図
書
寮
高
等
官
食
堂
）（
（（
（

。

　
　
　

五　
「
審
議
順
序
及
方
法
」「
調
査
ノ
方
針
」

　

さ
て
、
諮
問
第
一
号
に
つ
い
て
は
、
そ
の
審
議
の
「
順
序
」
と
「
方
法
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
次
の
通
り

で
あ
る
。
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㊙濱
田
委
員

　
　
　

諮
問
第
一
号
ニ
関
ス
ル
審
議
順
序
及
方
法

一
、
第
一
次
審
議
ト
シ
テ
調
査
ノ
方
針
ヲ
定
メ
ル
コ
ト
（
第
一
段
）（
別
紙
参
考
）

二
、
次
ニ
第
一
次
審
議
ニ
於
テ
定
メ
ラ
レ
タ
ル
調
査
方
針
ニ
基
キ
調
査
ヲ
行
ヒ
其
結
果
ニ
付
可
及
的
速
ニ

報
告
書
ヲ
提
出
セ
シ
ム
ル
コ
ト
（
第
二
段
）

三
、
右
ニ
依
リ
提
出
セ
ラ
レ
タ
ル
報
告
書
ハ
提
出
ノ
都
度
之
ヲ
審
議
ス
ル
コ
ト
（
第
三
段
）

四
、
調
査
報
告
書
ノ
審
議
悉
皆
終
了
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
綜
合
シ
タ
ル
報
告
書
ヲ
作
製
ス
ル
コ
ト
（
第
四

段
）（

（（
（

　

こ
の
内
「
一
」、
も
し
く
は
「（
第
一
段
）」
に
あ
る
「（
別
紙
参
考
）」
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

長
慶
天
皇
ノ
陵
ニ
関
ス
ル
調
査
ノ
方
針

一
、
長
慶
天
皇
ノ
陵
ノ
見
込
ヲ
以
テ
設
定
セ
ラ
レ
タ
ル
陵
墓
参
考
地
及
同
陵
ニ
関
ス
ル
上
申
地
ニ
就
キ
テ

検
討
調
査
シ
報
告
書
ヲ
作
製
ス
ル
コ
ト

二
、
別
ニ
広
ク
関
係
資
料
ヲ
検
討
調
査
シ
報
告
書
ヲ
作
製
ス
ル
コ
ト

　

関
係
資
料
ノ
調
査
要
項
ハ
概
ネ
次
ノ
如
シ

㈠
後
醍
醐
天
皇
後
村
上
天
皇
長
慶
天
皇
後
亀
山
天
皇
等
ト
関
係
深
キ
地
方
ヲ
文
献
ニ
由
リ
調
査
ス
ル
コ
ト　



一
四
六

場
合
ニ
依
リ
テ
ハ
実
地
調
査
ヲ
行
フ

㈡
長
慶
天
皇
ノ
御
事
蹟
特
ニ
御
聖
徳
（
御
人
格
）
ヲ
調
査
ス
ル
コ
ト

　
　

（註）
武
家
ニ
対
ス
ル
御
方
針
御
感
情
等
ヲ
調
査
ス
ル
コ
ト

㈢
長
慶
天
皇
ノ
御
近
親
ノ
御
方
ノ
御
事
蹟
ヲ
調
査
ス
ル
コ
ト

㈣
長
慶
天
皇
ノ
側
近
者
等
ノ
事
歴
ヲ
調
査
ス
ル
コ
ト

　

さ
ら
に
、「
採
訪
目
安
」
と
し
て
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
の
留
意
事
項
が
あ
る
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

採
訪
目
安

一
、
南
朝
年
号
及
長
慶
天
皇
御
治
世
後
ヨ
リ
嘉
吉
頃
ニ
至
ル
資
料
ニ
特
ニ
注
意
ス
ル
コ
ト

二
、
南
朝
関
係
及
両
朝
関
係
ノ
古
文
書
・
記
録
・
其
ノ
他
図
書
及
金
石
文
ヲ
採
ル
コ
ト

三
、
特
ニ
和
書
・
漢
籍
・
聖
教
類
ノ
中
奥
書
、
奥（マ
マ
）書及
過
去
帳
等
ニ
注
意
ス
ル
コ
ト

四
、
注
意
ス
ベ
キ
項
目
概
ネ
左
ノ
如
シ

　

○
長
慶
天
皇
（
寛
成
親
王
）　

長
慶
院　

慶
寿
院　

増
長

　
　
　

慶
寿
院　

前
（
栄
）山
殿　

覺
理　

金
剛
理

　
　

後
亀
山
天
皇
（
熈
成
親
王
）　

大
覺
寺
法
皇　
　
　

殿　

大
覺
寺
院

　
　
　

嵯
峨
法
皇　

等
妙
院　

金
剛
心

　

○
海
門
承
朝
（
憲
明
）　

長
慶
天
皇
皇
子
南
禅
寺
相
国
寺
住
持



臨時陵墓調査委員会による長慶天皇陵の調査

一
四
七

　
　

尊
聖
（
佐
山
宮
）
同
皇
子　

勧
修
寺
長
吏

　
　

行
悟
（
後
圓
満
院
宮
）
同
皇
子　

園
城
寺
長
吏

　
　

玉
川
宮

　
　

説
成
親
王
（
福
御
所
、
上
野
宮
）
後
村
上
天
皇
皇
子

　
　

惟
成
親
王
（
梅
隠
祐
常
）
同
皇
子　

式
部
卿

　
　

師
成
親
王
（
竺
源
恵
梵
、
斕
雲
子
）
同
皇
子　

兵
部
卿

　
　

泰
成
親
王　

同
皇
子　

後
亀
山
天
皇
皇
太
弟
カ　

大
宰
帥

　
　

懐
邦
親
王　

上
野
大
守

　
　

貞
子
内
親
王

　
　

憲
子
内
親
王
（
新
宣
陽
門
院
）
後
村
上
天
皇
皇
女

　
　

成
仁
王　

同
皇
孫　

地
蔵
院
入
室

　
　

恒
敦
宮　

後
亀
山
天
皇
皇
子

　
　

小
倉
宮
（
聖
承
）
恒
敦
宮
王
子

　
　

教
尊　

聖
承
王
子　

勧
修
寺
長
吏

　
　

圓
悟
（
護
聖
院
宮
、
五
恒
院
宮
）
説
成
親
王
王
子

　
　

圓
胤
（
護
聖
院
宮
、
圓
満
院
宮
）
同
王
子



一
四
八

　
　

相
應
院
（
新
）
宮　

同
王
子

　

○
阿
野
實
為
（
匡
圓
）
内
大
臣　

明
徳
合
躰
交
渉
ニ
関
与

　
　

吉
田
宗
房　

内
大
臣　
　
　
　

同
右

　
　

花
山
院
長
親
（
畊
雲
明
魏
、
玄
巣
）
内
大
臣

　
　

葉
室
光
資　

民
部
卿　

中
納
言　

長
慶
上
皇
院
宣
ヲ
奉
ス

　
　

三
條
實
兄　

権
大
納
言　

後
亀
山
上
皇
側
近

　
　

六
條
時
熈　

中
納
言　
　

同
右

　
　

阿
野
公
為　

中
納
言　
　

同
右

　
　

玉
村
季
秀
（
駿
河
守
）　

同
右

　
　

阿
野
實
治　

侍
従　

護
聖
院
宮
側
近

　
　

萬
里
小
路
雅
成　

小
倉
宮
側
近

　
　

吉
田
兼
熈　

神
祇
大
副
、
侍
従　

明
徳
合
躰
交
渉
ニ
関
与

　
　

吉
田
兼
敦　

兼
熈
息　

屢
々
後
亀
山
上
皇
ニ
拝
謁
ス

　

○
頼
意　

大
僧
正　

東
寺
長
者

　
　

教
賢　

大
僧
正　

内
山
永
久
寺　

東
寺
長
者
（
南
朝
補
任
）

　
　

光
賢
（
西
輪
院
僧
正
）　

内
山
永
久
寺　

東
寺
長
僧
房
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一
四
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
慶
天
皇
ニ
印
信
ヲ
奉
授

　
　

忠
禅
（
舜
覺
坊
）　

長
慶
天
皇
ヨ
リ
舎
利
ヲ
奉
請

　
　

道
雲
（
鞆
呂
岐
中
遠
江
入
道
）

　
　

宗
意
（
聖
無
動
院
僧
正
）　

畊
雲
息

　
　

浄
土
寺
法
印　

畊
雲
息

　
　

禅
惠　

高
野
山
検
校

　
　

融
済
（
阿
覺
上
人
）

　
　

住
吉
行
宮　
　
　

殿

　
　

賀
名
生
（
加
奈
宇
、
穴
太
）
行
宮　
　
　

殿

　
　

天
野
行
宮　

金
剛
寺

　
　

榮
山
（
前
山
、
佐
紀
山
、
さ
き
山
、
鷺
山
）
行
宮　

榮
山
寺
行
宮

　
　

玉
川
宮　
　
　

行
宮　
　
　

山
陵

　

○
内
山
永
久
寺　

大
和
国
磯
城
郡

　
　

釜
口
山
寺
（
長
岳
寺
）　

山
辺
郡

　
　

東
福
寺　

河
内
国
北
河
内
郡
鞆
呂
岐

　
　

慶
壽
院　

天
龍
寺



一
五
〇

　
　

常
徳
院　

相
国
寺

　
　

葉
室
山
浄
住
寺　

山
城
国
葛
野
郡
松
尾

　
　

等
妙
院

　
　

丹
生
神
社　

紀
伊
国

　

○
田
中
庄
泉
山
村　

播
磨
国
玉
川
宮
御
領

　
　

深
瀬
郷　

玉
川
宮
御
領

　
　

小
倉
庄　

紀
伊
国
那
賀
郡

　
　

他
田
庄　

紀
伊
国

　
　

田
殿
庄　

同

　
　

天
川
郷　

大
和
国
吉
野
郡

　
　

廿
講
村
（
二
十
講
村
）
廿
河
庄　

同

　
　

竹
原
村
（
庄
）　

同

　
　

河
上
郷　

同

　
　

御
酢
免　

和
泉

　
　

名
次
庄　

同

　
　

高
向
庄　

河
内（
（（
（



臨時陵墓調査委員会による長慶天皇陵の調査

一
五
一

　

こ
の
よ
う
に
具
体
的
に
提
示
さ
れ
た
「
順
序
」「
方
法
」、
そ
し
て
「
方
針
」
に
よ
っ
て
、
臨
時
陵
墓
調
査
委

員
会
に
設
け
ら
れ
た
小
委
員
会
は
諮
問
第
一
号
に
つ
い
て
審
議
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
段
階
を
総
じ
て

み
れ
ば
、
一
般
論
か
ら
具
体
論
に
至
る
過
程
と
み
ら
れ
る
が
、
同
時
に
、
実
質
的
な
審
議
に
入
る
前
の
段
階
か

ら
、
少
な
く
と
も
手
順
の
上
で
は
明
確
な
道
筋
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

な
お
、
こ
の
「
長
慶
天
皇
ノ
陵
ニ
関
ス
ル
調
査
ノ
方
針
」
の
「
㈣
長
慶
天
皇
ノ
側
近
者
等
ノ
事
歴
ヲ
調
査
ス

ル
コ
ト
」
に
よ
れ
ば
、
長
慶
天
皇
の
側
近
者
等
の
事
歴
の
調
査
も
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
の
範
囲
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
『
長
慶
天
皇
側
近
者
事
蹟
研
究
資
料
』（
昭
和
十
三
年
十
二
月
二
十
日
印

刷
）
は
そ
の
成
果
で
あ
る
。
同
書
に
は
「
昭
和
十
三
年
七
月
」
と
あ
る
龍
粛
に
よ
る
「
凡
例
」
が
あ
る
が
、
そ

こ
に
は
、「
一
、
本
資
料
ハ
長
慶
天
皇
御
陵
調
査
ノ
一
助
ト
シ
テ
、
同
天
皇
側
近
者
ノ
動
静
ヲ
研
究
調
査
ス
ル

為
ニ
蒐
集
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
る
。

　
　
　

六　

昭
和
十
一
年
四
月
「
精
査
報
告
書
」

　

さ
て
翌
昭
和
十
一
年
に
は
、
上
述
の
昭
和
十
一
年
に
お
け
る
総
会
・
委
員
会
で
の
調
査
の
内
容
が
「
精
査
報

告
書
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
。



一
五
二

　

左
に
引
く
の
は
、
昭
和
十
一
年
五
月
八
日
に
、
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
荻
野
仲
三
郎
・
黒
板
勝
美
・
芝
葛

盛
・
辻
善
之
助
か
ら
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
委
員
長
男
爵
白
根
松
介
に
宛
て
て
提
出
さ
れ
た
「
精
査
報
告
書
」

で
あ
る
。

　

「（
表
紙
）
□秘

　
　

諮
問
第
一
号　
　

精
査
報
告
書
（
原
稿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
一
一
・
五
・
八　

委
員
長
宛　
　

」

　
　

□秘　

○寫

「（
後
筆
）
ペ
ン
書

　

五
月
八
日
諮
一
小
委
（
第
十
回
）

　

ニ
於
ケ
ル
修
正　
　
　
　
　
　
　

」

諮
問
第
一
号
ニ
関
ス
ル
審
議
及
ビ
調
査
ノ
経
過
ハ
別
紙
ノ
通
ニ
有
之
候
條
此
段
及
報
告
候
也

　

昭
和
十
一
年
五
月
「（
後
筆
）
八
」
日

�
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
委
員　
　
　

荻
野
仲
三
郎　
　
　
　
　

�

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
板　

勝
美　
　
　
　
　

�

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芝　
　

葛
盛　
　
　
　
　

�

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻　

善
之
助　
　
　
　
　



臨時陵墓調査委員会による長慶天皇陵の調査

一
五
三

臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
委
員
長
男
爵
白
根
松
介
殿

　
　

諮
問
第
一
号
ニ
関
ス
ル
報
告　
（
第
一
回
）

本
委
員
等
ハ
昨
年
七
月
十
二
日
ノ
総
会
ニ
於
テ
諮
問
第
一
号
ノ
審
議
ヲ
附
託
セ
ラ
レ
タ
リ
、
仍
テ
同
月
十

七八
日
〻

第
一
回
小
委
員
会
ヲ
開
キ
爾
来
今
日
ニ
至
ル
迄
前
後
十
回
ニ
亘
リ
テ
会
合
シ
、
総
会
ニ
於
テ
定
メ
ラ

レ
タ
ル
本
件
ノ
審
議
方
針
ニ
従
ヒ
審
議
ヲ
進
メ
タ
リ
シ
ガ
、
審
議
方
針
第
一
項
ニ
依
ル
審
議
中
書
類
上
ノ

審
議
ヲ
一
応
終
了
シ
タ
ル
ニ
由
リ
茲
ニ
其
結
果
ヲ
具
シ
併
セ
テ
審
議
方
針
第
二
項
ニ
依
ル
調
査
ノ
状
況
ニ

付
報
告
セ
ン
ト
ス

　
　
　

一
、
審
議
方
針
第
一
項
ニ
依
ル
審
議

先
ヅ
イ
長
慶
天
皇
ノ
陵
ノ
見
込
ヲ
以
テ
設
定
セ
ラ
レ
タ
ル
陵
墓
参
考
地
ロ
同
陵
ニ
関
ス
ル
上
申
地
及
ヒ
ハ

考
説
又
ハ
伝
説
ア
ル
箇
所
ニ
関
ス
ル
書
類
上
ノ
調
査
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ト
ナ
リ
、
関
係
書
類
ヲ
地
方
別
ニ
依
リ

分
担
調
査
セ
リ
、
其
結
果
ヲ
綜
合
ス
ル
ニ
左
ノ
如
シ

一
、
関
係
地
七
十
九
箇
所
中
大
部
分
即
チ
青
森
縣
南
津
軽
郡
五
郷
村
大
字
北
中
野
字
天
皇
浪
岡
崎
ヲ
始
メ

ト
シ
六
十
一
箇
所
ハ
イ
単
ナ
ル
想
像
ニ
出
ヅ
ル
モ
ノ
ロ
口
碑
伝
説
ニ
據
レ
ル
モ
ノ
ハ
地
名
等
ニ
據
リ
附

会
セ
ル
モ
ノ
ニ
偽
作
ノ
物
ニ
據
レ
ル
モ
ノ
、
及
ヒ
ホ
是
等
ノ
複
合
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
現
在
ニ
於
テ
ハ
其

実
地
ニ
就
キ
テ
調
査
ス
ル
必
要
ヲ
認
メ
ズ
、（
此
類
ヲ
第
一
類
中
不
要
踏
査
地
ト
ス
）

二
、
和
歌
山
縣
伊
都
郡
高
野
山
玉
川
等
ノ
五
箇
所
ニ
就
イ
テ
ハ
之
ニ
関
ス
ル
所
論
ハ
前
同
様
採
ル
ニ
足
ラ



一
五
四

ズ
ト
雖
モ
其
地
方
ガ
当
時
南
方朝
ト
〻

関
係
浅
カ
ラ
ザ
ル
地
域
ナ
ル
ガ
故
ニ
従
来
ノ
上
申
等
ノ
関
係
ヲ
離
レ

テ
一
応
其
実
地
ヲ
調
査
シ
置
ク
コ
ト
ヲ
可
ナ
リ
ト
認
メ
タ
リ
、（
此
類
ヲ
第
一
類
中
要
踏
査
地
ト
ス
）

三
、
京
都
市
嵯
峨
等
ノ
七
箇
所
ハ
的
確
ナ
ル
資
料
無
シ
ト
雖
モ
其
地
点
ノ
由
緒
ヨ
リ
考
ヘ
其
実
地
ニ
就
キ

テ
調
査
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ
ト
認
メ
タ
リ
、（
此
類
ヲ
第
二
類
ト
シ
要
踏
査
地
ト
ス
）

尚
上
申
書
等
焼
失
ノ
為
関
係
府
縣
ニ
書
類
ノ
再
提
出
ヲ
求
メ
タ
レ
ド
モ
未
ダ
回
答
ナ
キ
ニ
由
リ
審
議
不
能〻

ノ
モ
ノ
六
件
ア
リ
、
之
ニ
就
キ
テ
ハ
関
係
書
類
ノ
整
フ
ヲ
俟
チ
テ
審
議
ノ
上
報
告
ス
ベ

〻

キシ
モ
〻

他
〻

所
〻

ノ
〻

例
〻

ヨ
〻

リ
推
〻

測
〻

ス
〻

ル
〻

ニ
〻

此
〻

等
〻

モ
〻

亦
〻

大
〻

体
〻

ニ
〻

於
〻

テ
〻

多
〻

ク
〻

信
〻

用
〻

ス
〻

ベ
〻

キ
〻

モ
〻

ノ
〻

ニ
〻

非
〻

ザ
〻

ル
〻

ベ
〻

ク
〻

其
〻

実
〻

地
〻

ヲ
〻

踏
〻

査
〻

ス
〻

ル
〻

ノ
〻

要
〻

ナ

〻

キ
〻

モ
〻

ノ
〻

ト
〻

認
〻

メ
〻

ラ
〻

ル
〻

　
　
　

二
、
審
議
方
針
第
二
項
ニ
依
ル
審
議

審
議
方
針
第
二
項
中
第
一
号
（
後
醍
醐
後
村
上
長
慶
後
亀
山
天
皇
ト
関
係
深
キ
地
方
ノ
調
査
）
ノ
調
〻

査
〻

ハ
〻

相
田
嘱
託
ノ
担
当
ト
シ
、
之
ガ
調
査
方
針
ヲ
左
ノ
如
ク
定
メ
タ
リ

　

一
、
古
文
書
金
石
文
并
ニ
典
籍
経
巻
ノ
識
語
ヲ
国
別
ニ
調
査
ス
ル
事
、

　

二
、
古
文
書
其
他
ノ
史
料
ノ
調
査
ハ
修
史
局
以
来
蒐
集
セ
ル
モ
ノ
ヨ
リ
始
メ
明
治
以
前
ニ
作
成
シ
タ
ル

古
文
書
集
并
ニ
地
誌
類
ニ
引
用
シ
タ
ル
史
料
ニ
モ
及
ブ
事
、

　

三
、
国
別
調
査
ノ
順
序
ハ
便
宜
紀
伊
ヨ
リ
始
メ
大
和
和
泉
河
内
摂
津
山
城
ノ
畿
内
諸
国
ニ
及
ビ
更
ニ
其

他
ノ
国
々
ニ
モ
及
ブ
事
、
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此
方
針
ニ
基
キ
「（
後
筆
）
相
田
嘱
託
ハ
」
正
平
廿
三
年
ヨ
リ
元
中
九
年
ニ
至
ル
間
即
チ
長
慶
後
亀
山
両
天
皇
ノ
御

代
ニ
関
ス
ル
紀
伊
大
和
和
泉
河
内
摂
津
山
城
伊
賀
伊
勢
志
摩
所
在
ノ
古
文
書
ノ
調
査
ヲ
終
了
シ
綸
旨
及
ビ

綸
旨
ニ
関
ス
ル
文
書
等
ノ
本
文
ヲ
謄
写
シ
其
国
別
一
覧
表
ト
共
ニ
提
供出
ア
〻

リ
タ
リ

審
議
方
針
第
二
項
中
第
二
号
（
長
慶
天
皇
ノ
御
事
蹟
特
ニ
御
聖
徳
ノ
調
査
）
ノ
調
〻

査
〻

及
〻

ビ
第
三
号
（
長
慶

天
皇
ノ
御
近
親
ノ
御
方
ノ
御
事
蹟
ノ
調
査
）
ノ
調
〻

査
〻

ニ
〻

就
イ
テ
ハ
「（
後
筆
）
未
ダ
其
調
査
ニ
」
着
手
ス
ル
ニ
至
ラ

ズ審
議
方
針
第
二
項
中
第
四
号
（
長
慶
天
皇
ノ
側
近
者
ノ
事
歴
ノ
調
査
）
及
ビ
第
五
号
（
所
謂
北
朝
ト
関
係

ア
ル
事
項
ノ
調
査
）
ノ
調
〻

査
〻

ハ
〻

龍
嘱
託
ノ
担
当
ト
シ
、
第
四
号
ニ
関
ス
ル
調
査
ニ
於
テ
ハ
長
慶
天
皇
ノ
御

動
静
ヲ
伺
フ
コ
ト
ヲ
目
的
ト
シ
テ
側
近
者
ノ
所
在
動
静
ノ
調
査
ヲ
宗
ト
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
第
五
号
ニ
関
ス

ル
調
査
ニ
於
テ
ハ
主
ト
シ
テ
南
北
ノ
交
渉
ニ
就
キ
テ
「（
後
筆
）
所
謂
」
北
朝
方
ノ
文
書
寺
院
等
ヲ
調
査
ス
ル
コ
ト

ト
シ
其
ノ
調
査
方
法
ヲ
左
ノ
如
ク
定
メ
タ
リ

一
、
既
知
史
料
ノ
整
理

　

イ
、
整
理
ノ
方
法　

大
日
本
史
料
稿
本
及
ビ
南
方朝
ニ
〻

関
ス
ル
著
述
ニ
引
用
セ
ラ
レ
タ
ル
資
料
ヲ
検
討

シ
テ
大
日
本
史
料
ニ
類
ス
ル
編
年
史
料
稿
本
ヲ
作
ル
事
、

　

ロ
、
史
料
ノ
範
囲　

長
慶
天
皇
踐
祚
以
後
朝
廷
ニ
関
ス
ル
総
テ
ノ
史
料
ヲ
蒐
集
ス
ル
事
、

二
、
新
史
料
ノ
蒐
集



一
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六

蒐
集
方
法
ハ
既
知
史
料
ニ
準
據
シ
南
方朝
方
〻

所
在
地
方
及
ビ
縁
故
深
キ
社
寺
等
ノ
史
料
ヲ
採
訪
シ
既
知

史
料
稿
本
ノ
補
充
ヲ
計
ル
事
、

三
、
報
告

　
　

右
ニ
依
リ
作
成
シ
タ
ル
史
料
稿
本
ニ
準
據
シ
調
査
事
項
ニ
付
報
告
書
ヲ
提
出
ス
ル
事
、

右
ノ
方
針
ニ
従
ヒ
「（
後
筆
）
龍
嘱
託
ハ
」
先
ヅ
学
界
既
知
ノ
史
料
ノ
蒐
集
ニ
努
メ
既
ニ
概
ネ
其
終
了
ヲ
見
ル
ニ
至

リ
タ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
整
理
シ
長
慶
天
皇
側
近
者
事
蹟
研
究
資
料
、
長
慶
天
皇
側
近
者
事
蹟
表
及
ビ
長
慶
天

皇
側
近
者
一
覧
表
ヲ
作
成
シ
長
慶
天
皇
側
近
者
研
究
資
料
参
考
署
判
集
ト
共
ニ
提
出
ア
リ
タ
リ（
（（
（

　

こ
こ
に
み
え
る
「
審
議
方
針
」
と
い
う
の
は
、
す
で
に
み
た
「
長
慶
天
皇
ノ
陵
ニ
関
ス
ル
調
査
方
針
」
の
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
あ
る
「
審
議
方
針
第
一
項
」
は
、「
長
慶
天
皇
ノ
陵
ニ
関
ス
ル
調
査
ノ
方
針
」
の

「
一
、
長
慶
天
皇
ノ
陵
ノ
見
込
ヲ
以
テ
設
定
セ
ラ
レ
タ
ル
陵
墓
参
考
地
及
同
陵
ニ
関
ス
ル
上
申
地
ニ
就
キ
テ
検

討
調
査
シ
報
告
書
ヲ
作
製
ス
ル
コ
ト
」
で
あ
り
、「
審
議
方
針
第
二
項
」
は
、
同
じ
く
「
二
、
別
ニ
広
ク
関
係

資
料
ヲ
検
討
調
査
シ
報
告
書
ヲ
作
製
ス
ル
コ
ト
」
で
あ
る
。

　
「
一
、
審
議
方
針
第
一
項
ニ
依
ル
審
議
」
で
は
、「
陵
墓
参
考
地
」「
上
申
地
」「
考
説
」
ま
た
は
「
伝
説
ア
ル

箇
所
」
に
つ
い
て
書
類
上
の
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、「
昭
和
十
一
年
四
月
調
製
」
の
「
長
慶
天
皇
御

陵
伝
説
箇
所
関
係
書
類
審
議
一
覧
一
」
と
し
て
表
に
示
さ
れ
（
史
料
「
昭
和
十
一
年
四
月
『
長
慶
天
皇
御
陵
伝

説
箇
所
関
係
書
類
審
議
一
覧
一
』」〔『
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
書
類
及
資
料
二
』
所
収
〕）、
各
地
の
「
長
慶
天
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皇
御
陵
伝
説
箇
所
」
を
俯
瞰
し
得
る
史
料
と
し
て
も
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
そ
の
詳
細
を
繰
り
返
す
こ
と
は
避
け
る
が
、「
長
慶
天
皇
御
陵
伝
説
箇
所
」
を
第
一
類
イ
「
単
ナ
ル

想
像
ニ
據
ル
モ
ノ
」
ロ
「
伝
説
ニ
據
ル
モ
ノ
」
ハ
「
附
会
ノ
説
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
」
ニ
「
偽
作
偽
物
ニ
據
ル
モ
ノ
」

と
第
二
類
「
的
確
ナ
ル
資
料
ヲ
缺
ク
モ
尚
捨
テ
難
キ
モ
ノ
」
に
分
類
し
、
そ
の
後
な
さ
れ
る
長
慶
天
皇
陵
決
定

へ
向
け
て
の
「
踏
査
」
へ
の
道
筋
を
付
け
た
も
の
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
み
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
第
一
類
六
十
六
箇
所
と
第
二
類
七
箇
所
の
計
七
十
三
箇
所
の
「
長
慶
天
皇
御
陵
伝
説
箇
所
」
で
あ
る

が
、
以
降
、
こ
の
箇
所
数
は
増
加
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　

史
料
「
昭
和
十
一
年
四
月
『
長
慶
天
皇
御
陵
伝
説
箇
所
関
係
書
類
審
議
一
覧
一
』」
の
中
で
も
、
３
「
青
森

縣
中
津
軽
郡
相
馬
村
大
字
紙
漉
沢
陵
墓
参
考
地
」（
相
馬
陵
墓
参
考
地
）
と
41
「
和
歌
山
縣
伊
都
郡
河
根
村
大

字
丹
生
川
陵
墓
参
考
地
」（
河
根
陵
墓
参
考
地
）
は
と
も
に
長
慶
天
皇
陵
を
想
定
し
た
陵
墓
参
考
地
で
あ
り
、

宮
内
省
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
も
に
第
一
類
ニ
「
偽
作
偽
物
ニ
據
ル
モ
ノ
」
に
分

類
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
に
よ
る
長
慶
天
皇
陵
調
査
と
い
っ
て
も
、
本
稿
で
み
た
範
囲
に
つ
い
て
い
え
ば
、
主
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に
、
い
わ
ば
具
体
的
な
調
査
に
至
る
ま
で
の
手
順
の
部
分
と
い
う
べ
き
部
分
が
多
く
を
占
め
る
。「
六
昭
和
十

一
年
五
月
『
精
査
報
告
書
』」
で
取
り
上
げ
た
史
料
「
昭
和
十
一
年
四
月
『
長
慶
天
皇
御
陵
伝
説
箇
所
関
係
書

類
審
議
一
覧
一
』」
に
至
っ
て
は
じ
め
て
「
伝
説
箇
所
」
が
個
別
に
議
論
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
、
長
慶
天
皇
陵

の
決
定
へ
向
け
て
の
有
意
性
を
基
準
に
ラ
ン
ク
付
け
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
経
過
は
、
い
わ
ゆ
る
南
朝

の
歴
史
に
向
け
ら
れ
た
純
粋
な
学
問
的
な
関
心
に
よ
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
天
皇
陵
の
管
轄
官
庁
で
あ
る

宮
内
省
が
、
長
慶
天
皇
の
皇
統
加
列
に
伴
な
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
る
べ
き
事
柄
に
他
な
ら
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
の
長
慶
天
皇
陵
の
「
伝
説
箇
所
」
に
つ
い
て
は
、
学
問
的
な
見
地
か
ら
も
関
心
を
向
け
ら
れ

た
。
宗
教
民
俗
学
者
で
あ
る
堀
一
郎
に
よ
る
『
我
が
国
民
間
信
仰
史
の
研
究
（
一
）』（
昭
和
三
十
年
九
月
、
東

京
創
元
社
）
は
「
第
二
部
伝
承
説
話
篇
古
代
伝
承
及
び
信
仰
に
現
は
れ
た
る
遊
幸
形
態
」「
第
五
篇
天
津
神
の

遊
幸
と
古
代
日
本
人
の
信
仰
生
活
」「
第
四
章
天
津
神
と
国
津
神
」「
第
四
節
天
津
神
と
地
方
伝
説
」
で
、「
久

し
く
行
方
不
知
と
せ
ら
れ
た
安
徳
天
皇
と
長
慶
天
皇
の
陵
墓
伝
説
地
が
、
北
は
青
森
県
か
ら
西
は
奄
美
大
島
、

壹
岐
島
に
及
ん
で
広
く
全
国
数
十
箇
所
、
二
百
箇
所
の
多
き
を
算
へ
、
中
に
は
わ
ざ
わ
ざ
人
を
派
し
て
正
統
の

陵
墓
た
る
こ
と
を
請
願
主
張
せ
る
如
き
は
」（
（（
（

と
す
る
と
と
も
に
、
同
じ
く
「
第
七
編
神
人
遊
行
の
史
実
と
信

仰
」「
第
五
章
天
皇
潜
幸
・
皇
子
流
寓
伝
説
の
信
仰
史
上
の
意
義
」
で
、
大
正
十
五
年
十
月
の
長
慶
天
皇
皇
統

加
列
に
つ
い
て
述
べ
た
後
で
、「
何
処
に
て
崩
御
せ
ら
れ
た
か
は
未
だ
不
明
な
る
ま
ま
に
、
御
陵
決
定
に
つ
い
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て
明
治
四
十
年
よ
り
大
正
十
年
ま
で
の
間
に
全
国
各
地
よ
り
長
慶
天
皇
御
陵
な
り
と
主
唱
し
、
各
徴
證
文
献
を

具
し
て
宮
内
省
諸
陵
寮
に
請
願
し
来
れ
る
も
の
既
に
百
二
十
三
ヶ
所
の
多
き
に
達
し
、
大
正
十
五
年
以
降
は
更

に
増
加
し
て
殆
ん
ど
二
百
有
餘
ヶ
所
の
多
き
に
達
し
た
」（

（（
（

と
し
た
上
で
、
こ
の
長
慶
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
伝
承

（
あ
る
い
は
伝
説
）
の
特
徴
に
つ
い
て
、「
単
な
る
潜
幸
・
通
過
の
伝
説
で
は
な
く
て
、
唯
一
柱
の
陵
墓
な
る

事
、
そ
の
分
布
が
北
は
青
森
県
よ
り
西
は
福
岡
県
に
及
ぶ
驚
く
べ
き
広
汎
な
地
域
に
渉
り
、
就
中
東
北
に
顕
著

な
る
こ
と
、
既
に
江
戸
時
代
初
期
か
と
思
は
れ
る
『
吾
妻
昔
物
語
』
等
に
『
流
さ
れ
王
』
と
申
し
て
津
軽
に
来

ら
れ
し
貴
人
を
ば
、『
吉
野
の
帝
長
慶
院
の
御
事
な
る
べ
き
か
』
と
私
案
し
た
る
も
の
が
発
生
し
収
録
せ
ら

れ
、
相
当
久
し
き
に
及
ん
で
胚
胎
根
基
せ
る
も
の
で
あ
る
事
等
で
あ
る
」（
（（
（

と
述
べ
、
各
地
方
に
お
け
る
主
要
な

例
と
し
て
二
十
七
箇
所
を
掲
げ
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
そ
の
二
十
七
箇
所
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
し
、
こ
の
二
十
七
箇
所
が
、
史
料

「
昭
和
十
一
年
四
月
『
長
慶
天
皇
御
陵
伝
説
箇
所
関
係
書
類
審
議
一
覧
一
』」
の
内
容
と
ど
の
よ
う
に
一
致
し

ど
の
よ
う
に
齟
齬
す
る
の
か
の
検
討
も
、
暫
く
は
措
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
同
じ
長
慶
天
皇
の

「
伝
説
箇
所
」
を
取
り
上
げ
る
に
つ
い
て
も
、
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
の
そ
れ
と
、
宗
教
民
俗
学
者
の
そ
れ
と

で
は
、
全
く
異
な
る
枠
組
み
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
に
よ
る
長
慶
天
皇
陵
決
定
へ
向
け
て
の
動
向
は
、
本
稿
で
取
り
扱
い
得
た
範
囲
以
降
も

継
続
す
る
。
今
後
も
、『
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
書
類
及
資
料
』
に
基
づ
い
た
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
た
い
。



一
六
〇

註（
１
）
宮
内
庁
書
陵
部
陵
墓
課
保
管
歴
史
的
資
料
。

（
２
）
湯
浅
倉
平
の
宮
内
大
臣
在
任
期
間
は
、
昭
和
八
年
二
月
十
五
日
か
ら
昭
和
十
一
年
三
月
六
日
ま
で
。

（
３
）『
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
書
類
及
資
料
一
』。

（
４
）『
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
書
類
及
資
料
一
』。

（
５
）『
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
書
類
及
資
料
一
』。

（
６
）『
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
書
類
及
資
料
一
』。

（
７
）
そ
の
全
て
を
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

	

諮
問
第
一
号

	

一
長
慶
天
皇
ノ
陵
ハ
如
何
ニ
調
査
考
證
ス
ヘ
キ
ヤ

	

諮
問
第
二
号

	

一
淳
和
天
皇
皇
后
正
子
内
親
王
ノ
陵
ノ
御
治
定
ヲ
仰
ク
ヘ
キ
ヤ
否
ヤ

	

諮
問
第
三
号

	

一
淳
和
天
皇
皇
子
恒
貞
親
王
ノ
墓
ノ
御
治
定
ヲ
仰
ク
ヘ
キ
ヤ
否
ヤ

	

諮
問
第
四
号

	

一
崇
神
天
皇
皇
子
豊
城
入
彦
命
ノ
墓
ノ
御
治
定
ヲ
仰
ク
ヘ
キ
ヤ
否
ヤ

	

諮
問
第
五
号

	

一
大
阪
府
三
島
郡
高
槻
町
今
城
塚
ハ
之
ヲ
陵
墓
参
考
地
ニ
編
入
ス
ヘ
キ
ヤ

	

諮
問
第
六
号

	

一
埴
口
丘
陵
ハ
墓
ト
改
メ
ラ
ル
ヘ
キ
ヤ



臨時陵墓調査委員会による長慶天皇陵の調査

一
六
一

	

諮
問
第
七
号

	

一
倉
梯
岡
上
陵
ハ
倉
梯
岡
陵
ト
改
メ
ラ
ル
ヘ
キ
ヤ

	

諮
問
第
八
号

	
一
後
山
階
陵
（
尊
称
太
皇
太
后
順
子
）
ハ
後
山
科
陵
ト
改
メ
ラ
ル
ヘ
キ
ヤ

	
諮
問
第
九
号

	

一
後
山
科
陵
（
醍
醐
天
皇
）
ハ
後
山
階
陵
ト
改
メ
ラ
ル
ヘ
キ
ヤ

	

諮
問
第
十
号

	

一
紙
屋
上
陵
ハ
紙
屋
川
上
陵
ト
改
メ
ラ
ル
ヘ
キ
ヤ

	

諮
問
第
十
一
号

	

一
宇
治
陵
ニ
関
シ
不
明
ノ
事
項
ハ
如
何
ニ
調
査
考
證
ス
ヘ
キ
ヤ

	

諮
問
第
十
二
号

	

一
白
鳥
陵
ニ
関
シ
意
見
ヲ
諮
フ

	

諮
問
第
十
三
号

	

一
霊
元
天
皇
皇
曾
孫
日
照
女
王
ノ
墓
ノ
御
治
定
ヲ
仰
ク
ヘ
キ
ヤ

	

諮
問
第
十
四
号

	

一
後
伏
見
天
皇
十
八
世
皇
孫
日
尊
女
王
ノ
墓
ノ
御
治
定
ヲ
仰
ク
ヘ
キ
ヤ

	

諮
問
第
十
五
号

	

一
畝
傍
陵
墓
参
考
地
ハ
之
ヲ
解
除
ス
ヘ
キ
ヤ

	

諮
問
第
十
六
号

	

一
郡
山
陵
墓
参
考
地
ハ
之
ヲ
解
除
ス
ヘ
キ
ヤ



一
六
二

	

諮
問
第
十
七
号

	

一
遍
照
墓
ハ
之
ヲ
皇
族
ノ
墳
塋
タ
ル
墓
ノ
中
ヨ
リ
除
ク
ベ
キ
ヤ

	

諮
問
第
十
八
号

	
一
了
山
墓
ハ
之
ヲ
皇
族
ノ
墳
塋
タ
ル
墓
ノ
中
ヨ
リ
除
ク
ベ
キ
ヤ

	
諮
問
第
十
九
号

	

一
東
山
天
皇
皇
孫
尊
信
女
王
ノ
墓
ノ
御
治
定
ヲ
仰
ク
ヘ
キ
ヤ

	

諮
問
第
二
十
号

	

一
宇
多
天
皇
皇
孫
雅
慶
王
ノ
墓
ノ
御
治
定
ヲ
仰
ク
ヘ
キ
ヤ

	

諮
問
第
二
十
一
号

	

一
順
徳
天
皇
皇
曾
孫
志
玄
王
ノ
墓
ノ
御
治
定
ヲ
仰
ク
ヘ
キ
ヤ

	

諮
問
第
二
十
二
号

	

一
亀
山
天
皇
皇
孫
尊
観
親
王
ノ
墓
ノ
御
治
定
ヲ
仰
ク
ヘ
キ
ヤ

	

諮
問
第
二
十
三
号

	

一
後
伏
見
天
皇
七
世
皇
孫
日
承
王
ノ
墓
ノ
御
治
定
ヲ
仰
ク
ヘ
キ
ヤ

	

諮
問
第
二
十
四
号

	

一
後
伏
見
天
皇
八
世
皇
孫
任
助
親
王
ノ
墓
ノ
御
治
定
ヲ
仰
ク
ヘ
キ
ヤ

	

諮
問
第
二
十
五
号

	

一
景
行
天
皇
皇
子
五
十
狭
城
入
彦
命
ノ
墓
ノ
御
治
定
ヲ
仰
ク
ヘ
キ
ヤ
	

諮
問
第
二
十
六
号

	

一
履
中
天
皇
皇
孫
女
飯
豊
青
尊
ノ
墓
ノ
名
称
ニ
付
意
見
ヲ
諮
フ



臨時陵墓調査委員会による長慶天皇陵の調査

一
六
三

	

諮
問
第
二
十
七
号

	

一
長
慶
天
皇
皇
子
承
朝
王
ノ
墓
ノ
御
治
定
ヲ
仰
ク
ヘ
キ
ヤ

�

（『
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
書
類
及
資
料
一
』）　　

（
８
）『
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
書
類
及
資
料
一
』。

（
９
）
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
の
構
成
を
述
べ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

	

委
員
長　

宮
内
次
官				






大
谷
正
男

	

委
員　
　

図
書
頭
兼
諸
陵
頭			




渡
部
信

	

　
　
　
　

宮
内
省
参
事
官				






浅
田
恵
二

	

　
　
　
　

図
書
寮
編
修
官				






芝
葛
盛

	

　
　
　
　

東
京
帝
国
大
学
教
授
兼
史
料
編
纂
官		



辻
善
之
助

	

　
　
　
　

京
都
帝
国
大
学
教
授			




濱
田
耕
作

	

　
　
　
　

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授			




黒
板
勝
美

	

　
　
　
　

国
宝
保
存
会
委
員			




荻
野
仲
三
郎

	

　
　
　
　

東
京
帝
国
大
学
助
教
授
兼
帝
室
博
物
館
鑑
査
官	

原
田
淑
人

	

幹
事　
　

宮
内
事
務
官
（
諸
陵
寮
）			




伊
藤
武
雄

	

　
　
　
　

宮
内
書
記
官
（
官
房
秘
書
課
）		



林
與
之
助

	

　
　
　
　

諸
陵
寮
考
證
官				






和
田
軍
一

	

書
記　
　

諸
陵
寮
考
證
官
補
兼
宮
内
属			


山
﨑
鐡
丸

	

　
　
　
　

宮
内
属
（
参
事
官
室
）			




松
井
彌
吉
郎

	

　
　
　
　

宮
内
属
兼
諸
陵
寮
考
證
官
補			



小
川
三
郎



一
六
四

�

（『
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
書
類
及
資
料
一
』）　　

（
10
）
昭
和
十
年
度
の
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
の
日
程
に
つ
い
て
は
、「
昭
和
十
年
度
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
会
議
一
覧

（
昭
和
十
年
十
二
月
二
十
六
日
調
）」（『
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
書
類
及
資
料
』
一
）
に
よ
る
。

（
11
）
本
文
中
、
小
委
員
会
の
回
が
飛
び
飛
び
で
あ
る
の
は
、
他
の
諮
問
に
つ
い
て
の
小
委
員
会
が
別
に
開
催
さ
れ
て
い

て
、
そ
れ
を
も
通
し
て
回
が
数
え
ら
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
同
じ
日
に
総
会
と
小
委
員
会
が
、
ま
た
、
同
じ
日

に
複
数
の
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
場
合
が
あ
り
、
そ
の
場
合
も
別
に
回
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。

（
12
）『
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
書
類
及
資
料
二
』。

（
13
）『
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
書
類
及
資
料
二
』。

（
14
）『
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
書
類
及
資
料
二
』。

（
15
）
堀
著
『
我
が
国
民
間
信
仰
史
の
研
究
（
一
）』
三
六
三
～
四
頁
。

（
16
）
堀
著
『
我
が
国
民
間
信
仰
史
の
研
究
（
一
）』
五
五
七
頁
。
同
著
は
こ
の
箇
所
に
註
を
付
し
て
、「
大
日
本
皇
陵
一
ノ

一
。
長
慶
天
皇
御
陵
之
研
究
一
。」（
五
六
四
頁
）
と
す
る
。

（
17
）
堀
著
『
我
が
国
民
間
信
仰
史
の
研
究
（
一
）』
五
五
七
頁
。



臨時陵墓調査委員会による長慶天皇陵の調査

一
六
五

史
料
　
昭
和
十
一
年
四
月
「
長
慶
天
皇
御
陵
伝
説
箇
所
関
係
書
類
審
議
一
覧
一
」

　
「（
表
紙
）
極　

秘

　
　
　

長
慶
天
皇
御
陵
伝
説
箇
所
関
係
書
類
審
議
一
覧　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
一
年
四
月
調
製　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

凡　

例

　

一
、
本
一
覧
ハ
昭
和
十
一
年
二
月
末
日
現
在
ノ
書
類
ニ
就
キ
審
議
セ
ル
結
果
ヲ
録
セ
リ

　

二
、
審
議
ノ
結
果
ハ
之
ヲ
便
宜
第
一
類
第
二
類
ニ
分
チ

　
　
　

第
一
類
ハ

　
　
　
　

イ
単
ナ
ル
想
像
ニ
據
ル
モ
ノ

　
　
　
　

ロ
伝
説
ニ
據
ル
モ
ノ

　
　
　
　

ハ
附
会
ノ
説
ヲ
ナ
ス
モ
ノ

　
　
　
　

ニ
偽
作
偽
物
ニ
據
ル
モ
ノ



一
六
六

　
　
　

ノ
四
ニ
分
類
シ

　
　
　

第
二
類
ハ
的
確
ナ
ル
資
料
ヲ
欠
ク
モ
尚
捨
テ
難
キ
モ
ノ

　
　
　

ト
ナ
セ
リ

　

三
、
摘
要
欄
ニ
ハ
審
議
報
告
ヲ
摘
記
シ
分
類
欄
ト
照
応
セ
シ
メ
タ
リ

　

四
、
踏
査
済
ノ
欄
ニ
ハ
主
ト
シ
テ
将
来
ノ
為
ニ
便
宜
設
ケ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

　

五
、
箇
所
書
頁
ノ
欄
ニ
ハ
曩
ニ
調
成
（
マ
マ
）セ
ル
長
慶
天
皇
御
陵
伝
説
箇
所
書
第
一
冊
及
ヒ
第
二
冊
ノ
頁
ヲ
記
入
シ

第
一
ヲ
「
壱
」
第
二
ヲ
「
貮
」
ト
ス

箇　
　
　
　

所

第　

一　

類
第二類

摘　
　
　
　
　

要

要踏査地
踏査済

箇　

所

書　

頁

イ想像
ロ伝説
ハ附会
ニ偽物

１
青
森
縣
南
津
軽
郡
立
郷
村
大
字

北
中
野
字
天
皇
浪
岡
崎

○
○

寛
成
太
上
親
王
ト
刻
印
セ
ル
五
輪
塔
、
撰
字
抄
書
入

長
慶
帝
御
世
譜
等
後
世
ノ
偽
作
ニ
據
リ
説
ヲ
ナ
シ
タ

ル
モ
ノ
ナ
リ

壱

ノ

一

２
青
森
縣
弘
前
市
和
徳
町
稲
荷
神

社
境
内

○

神
社
境
内
ニ
御
陵
ア
リ
ト
ノ
口
碑
ニ
過
キ
ス

壱

ノ

九

３
青
森
縣
中
津
軽
郡
相
馬
村
大
字

紙
漉
沢
陵
墓
参
考
地

○

偽
作
シ
タ
ル
長
慶
帝
御
世
譜
、
修
験
皇
統
記
上
皇
廟

圖
記
ニ
基
ク
説
ナ
リ

壱
ノ
一
一



臨時陵墓調査委員会による長慶天皇陵の調査

一
六
七

４
青
森
縣
中
津
軽
郡
相
馬
村
大
字

湯
口
棺
盛
山

○

○

霊
感
ニ
據
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
地
名
伝
説
ヲ
附
會
シ
タ
ル

モ
ノ
ナ
リ

貮

ノ

一

５
青
森
縣
三
戸
郡
向
村
大
字
長
谷

ウ
バ
光
塚

○
○

偽
物
タ
ル
佐
藤
家
云
伝
書
、
御
辞
世
、
山
﨑
家
文
書

等
ヲ
憑
據
物
ト
シ
又
笈
、
鎧
、
太
刀
、
地
名
ニ
據
リ

附
會
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

壱
ノ
一
三

６
青
森
縣
三
戸
郡
向
村
大
字
大
向

長
谷
山
御
陵

○
○

観
音
像
胎
内
銘
（
天
授
二
年
云
々
）
ニ
基
キ
テ
附
會

ノ
説
ヲ
立
テ
偽
作
タ
ル
佐
藤
家
云
伝
書
白
山
堂
由

来
、
円
福
寺
文
書
等
ヲ
憑
據
ト
ス

壱
ノ
一
五

貮
ノ
三
五

７
青
森
縣
三
戸
郡
留
﨑
村
大
字
泉

山　

泉
山
御
陵

○
○

佐
藤
丹
波
介
軍
卿
系
図
、
泉
山
文
書
、
長
慶
塚
之
記

等
ヲ
憑
據
ト
ス
ル
モ
是
等
ハ
皆
偽
書
ナ
リ

壱
ノ
一
七

８
青
森
縣
上
北
郡
七
戸
町
字
見
町

金
鷄
山
住
吉
御
陵

○

「
御
仙
洞
」
ト
云
フ
地
名
及
應
永
三
年
ノ
長
福
寺
棟

札
ニ
基
ク
附
會
説
ナ
リ

壱
ノ
一
九

貮
ノ
三
五

９
岩
手
縣
下
閉
伊
郡
山
口
村
黒
森

黒
森
神
社

○
○

偽
作
三
上
系
圖
ヲ
基
ト
シ
黒
森
神
社
縁
起
ニ
據
リ
附

會
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

壱
ノ
二
一

貮
ノ
三
五

10
岩
手
縣
下
閉
伊
郡
岩
泉
町
岩
泉

字
新
田

○
○

前
ニ
同
シ
（
但
シ
発
掘
ノ
結
果
墳
墓
ニ
非
サ
ル
コ
ト

判
明
シ
、
問
題
自
ラ
解
消
ス
）

壱
ノ
二
三

11
岩
手
縣
二
戸
郡
浄
法
寺
村
大
字

御
山
土
不
踏
丘

○

土
踏
マ
ス
ノ
丘
ト
称
ス
ル
地
点
ヨ
リ
甕
、
短
刀
ヲ
発

掘
シ
之
ニ
據
リ
想
像
論
ヲ
立
テ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

壱
ノ
二
五

12
福
島
縣
石
川
郡
泉
村
大
字
小
髙
○

五
輪
宝
ト
称
ス
ル
塚
ヲ
御
陵
ト
云
フ
モ
憑
據
物
ナ
ク

想
像
論
ナ
リ

壱
ノ
二
九

貮
ノ
三
六

13
群
馬
縣
新
田
郡
木
﨑
町
大
字
下

江
田
帝

○
○

長
慶
塚
（
法
華
千
部
塚
）
ナ
ル
名
称
ニ
據
リ
説
ヲ
生

シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
作
為
ア
ル
板
碑
（
天
皇
ト
刻

字
ア
リ
）
ヲ
憑
據
ト
ナ
ス

壱
ノ
三
一



一
六
八

14
群
馬
縣
佐
波
郡
芝
根
村
下
茂
木

王
院
宮

○

憑
據
物
ナ
シ

壱
ノ
三
三

15
群
馬
縣
北
甘
樂
郡
髙
瀬
村
茶
臼

山

○

古
鏡
ヲ
発
掘
シ
タ
ル
ニ
基
ク
想
像
ナ
リ

壱
ノ
三
五

貮
ノ
三
六

16
東
京
府
南
多
摩
郡
由
井
村
小
比

企
長
慶
寺

○

寺
名
及
ヒ
「
長
慶
徳
應
院
慶
林
玉
室
居
士
」
ノ
位
牌

ニ
據
ル
附
會
説
ナ
リ

壱
ノ
三
七

17
富
山
縣
射
水
郡
守
山
村
飯
沢

○

御
陵
ノ
所
在
ヲ
記
セ
ル
記
録
及
御
遺
物
ト
称
ス
ル
モ

ノ
ニ
據
レ
ル
荒
唐
無
稽
ノ
説
ナ
リ

壱
ノ
三
九

18
富
山
縣
西
砺
波
郡
西
野
尻
村
安

居
寺

○
御
過
去
帳
（
江
戸
時
代
ノ
写
）
及
土
地
台
帳
ニ
據
ル

モ
ノ
ニ
シ
テ
素
朴
捨
テ
難
キ
モ
ノ
ナ
リ

○

壱
ノ
四
一

19
富
山
縣
西
砺
波
郡
赤
丸
村
親
王

塚

○
河
内
金
剛
寺
禅
惠
ト
関
係
ア
ル
カ
如
シ
宗
良
親
王
ノ

伝
ヘ
モ
ア
リ
序
ヲ
以
テ
踏
査
ス
ヘ
シ

○

貮

ノ

三

20
富
山
縣
氷
見
郡
堀
田
村

○

寺
號
（
長
慶
寺
）
ニ
據
ル
附
會
説
ナ
リ

壱
ノ
四
三

21
山
梨
縣
南
都
留
郡
東
桂
村
山
伏

塚

○
○

無
稽
ナ
ル
口
碑
ヲ
以
テ
山
伏
塚
（
天
王
塚
）
ニ
附
會

セ
ル
モ
ノ
ナ
リ

壱
ノ
四
五

22
山
梨
縣
南
都
留
郡
明
見
村

○
○

偽
作
タ
ル
加
藤
文
書
、
尾
明
見
系
圖
ヲ
基
ト
シ
碧
玉

集
新
葉
集
等
ノ
歌
ヲ
附
會
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ

壱
ノ
四
七

貮
ノ
三
六

23
山
梨
縣
南
都
留
郡
（
富
士
谷
輕

島
森
旧
福
地
八
幡
宮
傍
）

○

偽
作
タ
ル
富
士
文
書
ヲ
根
據
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

壱
ノ
四
九

24
山
梨
縣
南
都
留
郡
忍
野
村
内
野

藤
塚

○
○

後
世
ノ
作
ナ
ル
神
像
墨
書
銘
ヲ
根
據
ト
ス
ル
附
會
説

ナ
リ

壱
ノ
五
一



臨時陵墓調査委員会による長慶天皇陵の調査

一
六
九

25
長
野
縣
更
級
郡
更
級
村
大
字
羽

尾
郷ゴ
ー

嶺ロ

山ヤ
マ

○
○

後
世
ノ
作
ナ
ル
南
朝
機
密
伝
ヲ
基
ト
セ
ル
口
碑
ヲ
以

テ
郷
嶺
山
（
御
陵
山
）
ニ
附
會
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ

貮

ノ

五

26
静
岡
縣
濵
名
郡
天
王
村
大
字
天

王

○
○

牛
頭
天
王
ヨ
リ
附
會
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
又
御
親
書

御
遺
物
ト
称
ス
ル
モ
ノ
皆
偽
作
ナ
リ

壱
ノ
五
三

貮
ノ
三
七

27
愛
知
縣
丹
波
郡
布
袋
町
曽
本

○

長
慶
天
皇
ト
銘
ア
ル
石
碑
（
現
存
セ
ス
）
玉
、
刀
等

ノ
憑
據
物
ハ
偽
作
又
ハ
時
代
ニ
合
ハ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ

壱
ノ
五
五

28
愛
知
縣
中
島
郡
祖
父
江
町
山
﨑

字
王
塚
地
蔵
堂
境
内

○

王
塚
ナ
ル
名
称
ニ
據
ル
附
會
説
ナ
リ

貮

ノ

七

29
愛
知
縣
名
古
屋
市
（
旧
御
留
所

町
）

○

長
慶
橋
、
後
村
上
社
ナ
ル
名
称
ニ
據
ル
附
會
説
ナ
リ

壱
ノ
五
七

30
愛
知
縣
額
田
郡

○

郡
内
ニ
伝
説
地
ア
リ
ト
云
ヘ
ト
モ
其
所
在
並
ニ
性
質

不
明
ナ
リ

壱
ノ
五
九

31
愛
知
縣
宝
飯
郡
大
塚
村
大
字
大

塚

○

大
塚
ハ
即
チ
王
塚
ナ
リ
ト
シ
附
會
ノ
説
ヲ
ナ
シ
タ
ル

モ
ノ
ナ
リ

壱
ノ
六
一

32
愛
知
縣
宝
飯
郡
國
府
町
大
字
國

府
山

○

口
碑
ニ
基
ク
想
像
説
ナ
リ

貮

ノ

九

33
愛
知
縣
宝
飯
郡
御
油
町

○

偽
作
タ
ル
青
木
平
馬
ノ
書
ニ
基
ケ
ル
モ
ノ
ナ
リ

壱
ノ
六
三

貮
ノ
三
七

34
愛
知
縣
宝
飯
郡
御
津
町
字
舩
山
○

前
方
後
円
墳
ニ
シ
テ
一
ノ
想
像
ニ
過
キ
ス

貮
ノ
一
一

35
愛
知
縣
宝
飯
郡
八
幡
村
大
字
八

幡
字
上
宿
小
舩
山

○

取
留
ナ
キ
想
像
ナ
リ

貮
ノ
一
三



一
七
〇

36
愛
知
縣
渥
美
郡
杉
山
村
字
孝
仁

○

長
慶
寺
ノ
孝
仁
太
子
墓
ト
称
ス
ル
五
輪
塔
ニ
據
リ
附

會
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ

壱
ノ
六
五

37
三
重
縣
南
牟
娄
郡
五
郷
村
字
寺

谷

○

南
帝
王
ノ
御
陵
ノ
伝
説
ア
リ
南
帝
王
ハ
即
チ
長
慶
天

皇
ナ
ル
ヘ
シ
ト
云
フ
ノ
ミ
ナ
リ

壱
ノ
六
七

38
三
重
縣
一
志
郡
多
氣
村
大
字
下

多
氣

○

松
本
秀
業
ガ
立
テ
タ
ル
御
陵
探
査
ノ
目
安
ニ
基
キ
タ

ル
想
定
ナ
リ

壱
ノ
六
九

39
三
重
縣
一
志
郡
多
氣
村
多
氣
城

内
鎮
伏
裏
院

○

此
地
ヲ
本
陵
ト
シ
青
森
和
歌
山
ノ
両
陵
墓
参
考
地
ハ

分
骨
所
ナ
リ
ト
イ
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
想
像
ニ
據
ル
妥
協

説
ナ
リ

貮
ノ
一
五

40
和
歌
山
縣
伊
都
郡
小
佐
田
村

○

附
會
ノ
趣
ア
レ
ト
モ
土
地
柄
ヲ
以
テ
踏
査
ス
ヘ
シ

○

壱
ノ
七
□

貮
ノ
二
□

41
和
歌
山
縣
伊
都
郡
河
根
村
大
字

丹
生
川
陵
墓
参
考
地

○

証
據
書
類
ハ
信
シ
難
キ
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
墳
上
ノ
搭
ニ

元
中
ノ
銘
ア
リ
土
地
柄
踏
査
ヲ
要
ス

○

壱
ノ
七
三

貮
ノ
三
八

42
和
歌
山
縣
伊
都
郡
髙
野
町
大
字

髙
野
山
奥
院
玉
川

○

所
謂
玉
川
塔
ハ
川
名
等
ヨ
リ
附
會
セ
シ
モ
ノ
ナ
ラ
ン

モ
土
地
柄
踏
査
ヲ
要
ス

○

壱
ノ
七
五

貮
ノ
二
五

43
和
歌
山
縣
有
田
郡
八
幡
村

○

花
園
古
文
書
新
葉
集
徒
然
草
吉
野
古
文
書
等
ニ
基
ク

附
會
ノ
説
ナ
レ
ト
モ
土
地
柄
踏
査
ヲ
要
ス

○

壱
ノ
七
七

44
和
歌
山
縣
西
牟
婁
郡
富
里
村
大

字
下
川
字
打
越

○

明
治
十
七
年
地
押
ノ
際
會
田
陵
ノ
地
目
在
リ
シ
ニ
由

リ
附
會
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ

壱
ノ
七
九

45
京
都
府
北
桑
田
郡
山
國
村
山
國

陵
兆
域
内

○

髙
野
春
秋
ニ
丹
波
ニ
崩
御
ノ
記
事
ア
リ
之
ニ
基
ケ
ル

想
定
ナ
リ

壱
ノ
八
三

46
京
都
府
愛
宕
郡
大
原
村
字
百
井

○

長
慶
寺
ノ
名
ニ
據
ル
附
會
説
ナ
リ

壱
ノ
八
五



臨時陵墓調査委員会による長慶天皇陵の調査

一
七
一

47
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
蓮
華
峯
寺

陵
兆
域
内

○

○
大
覚
寺
門
室
相
続
ノ
際
ノ
加
行
作
法
ニ
基
ク
一
ノ
想

定
ナ
レ
ト
モ
土
地
柄
踏
査
ヲ
要
ス

○
○
壱
ノ
八
九

弐
ノ
二
六
ノ
二

48
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
蓮
華
峯
寺

址

○

○
御
曽
祖
父
ノ
関
係
ヲ
辿
レ
ル
一
ノ
想
定
ナ
レ
ト
モ
土

地
柄
踏
査
ヲ
要
ス

○
○
弐
ノ
一
八
ノ
二

49
京
都
府
右
京
区
嵯
峨
慶
壽
院
址

○
慶
壽
院
ノ
名
称
及
ヒ
開
山
皇
子
海
門
ノ
関
係
ヲ
辿
リ

タ
ル
想
定
ナ
レ
ト
モ
土
地
柄
踏
査
ヲ
要
ス

○
○
壱
ノ
九
一

50
京
都
府
京
都
市
東
山
区
鳥
邉
山

墓
地

○

霊
感
ニ
據
ル
モ
ノ
ナ
リ

貳
ノ
一
七

51
京
都
府
竹
野
郡
間
人
町
字
砂
方

○

取
留
ナ
キ
言
ヒ
伝
ヘ
ヲ
基
ト
ス
ル
無
稽
ノ
説
ナ
リ

壱
ノ
九
三

52
京
都
府
舩
井
郡
東
本
梅
村
字
大

内

○
○

王
ノ
墓
ノ
名
称
ア
リ
又
佛
像
及
扁
額
ニ
寛
成
覺
理
長

慶
等
ノ
文
字
ヲ
刻
セ
ル
由
ナ
ル
モ
信
據
シ
難
キ
モ
ノ

ナ
リ

壱
ノ
九
五

貮
ノ
三
八

53
大
阪
府
北
河
内
郡
磐
舩
村
私
市

獅
子
窟
寺

○

所
謂
竹
内
文
書
ナ
ル
偽
作
ヲ
根
據
ト
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ

壱
ノ
九
七

54
大
阪
府
南
河
内
郡
川
上
村
観
心

寺

○
御
髪
搭
ノ
伝
ア
リ
土
地
柄
踏
査
ヲ
要
ス

○

壱
ノ
九
九

55
大
阪
府
南
河
内
郡
川
上
村
大
字

川
合
寺

○

菊
花
御
紋
章
入
石
碑
ア
リ
ト
云
ヒ
又
長
慶
天
皇
御
名

入
ノ
石
碑
埋
没
ノ
口
碑
ア
ル
由
ナ
レ
ト
共
ニ
真
実
ト

認
メ
難
キ
モ
序
ヲ
以
テ
踏
査
ス
ヘ
シ

○

壱
ノ
一
〇
一

56
大
阪
府
南
河
内
郡
東
條
村
丸
山

○

古
老
ノ
伝
フ
ル
口
碑
ニ
過
キ
ス

貮
ノ
一
九

57
奈
良
縣
吉
野
郡
十
津
川
村
大
字

上
野
地

○

○
長
慶
天
皇
ヲ
御
祭
神
ト
ス
ル
國
王
神
社
ア
リ
土
地
柄

踏
査
ヲ
要
ス

○

壱
ノ
一
〇
三

貮
ノ
三
八



一
七
二

58
兵
庫
縣
武
庫
郡
大
庄
村
濱
田
菜

切
山

○

御
陵
ト
想
像
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ハ
上
古
ノ
墳
墓
ナ
リ

壱
ノ
一
〇
五

59
兵
庫
縣
佐
用
郡
中
安
村
字
安
川
○

宇
多
天
皇
御
陵
ト
伝
フ
ル
モ
ノ
ヲ
長
慶
天
皇
御
陵
ナ

ラ
ン
ト
想
像
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ

壱
ノ
一
〇
七

60
鳥
取
縣
岩
美
郡
面
影
村
櫻
谷

○
○

玉
川
宮
関
係
ヨ
リ
生
セ
シ
ト
思
ハ
ル
ヽ
附
會
ノ
伝
説

ナ
リ

壱
ノ
一
〇
九

貮
ノ
三
九

61
岡
山
縣
上
道
郡
西
大
寺
町
利
性

院
内

○
○

「
長
慶
天
皇
山
陵
」
ト
刻
セ
ル
額
面
ニ
基
ク
附
會
説

ナ
リ

壱
ノ
一
一
一

62
廣
島
縣
賀
茂
郡
東
髙
屋
村
字
白

市

○

宮
内
塔
ト
称
ス
ル
塔
名
ヨ
リ
附
會
セ
ル
説
ナ
リ

壱
ノ
一
一
三

63
香
川
縣
小
豆
郡
小
豆
島

○

単
ナ
ル
伝
説
ニ
基
ク
モ
ノ
ナ
リ

壱
ノ
一
一
五

64
愛
媛
縣
周
桑
郡
吉
岡
村
大
字
上

市

○

芳
闕
嵐
史
等
後
世
ノ
書
ヲ
基
ト
ス
ル
附
會
説
ニ
シ
テ

御
陵
ト
云
ヘ
ル
墳
ハ
上
古
ノ
モ
ノ
ナ
リ

壱
ノ
一
一
七

貮
ノ
三
九

65
愛
媛
縣
越
知
郡
鈍
川
村
（
奈
良

原
神
社
境
内
）

○

芳
闕
嵐
史
等
後
世
ノ
書
ニ
據
リ
テ
説
ヲ
ナ
セ
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
近
時
発
掘
ノ
結
果
經
塚
ナ
ル
事
明
ト
ナ
レ
リ

壱
ノ
一
一
九

66
愛
媛
縣
温
泉
郡
南
由
井
村
大
字

牛
渕
字
古
屋
敷

○

五
輪
搭
ア
リ
明
治
四
十
二
年
頃
「
長
慶
天
皇
御
陵
推

定
地
」
ト
称
セ
ル
自
然
石
ヲ
建
テ
タ
レ
ト
モ
説
ノ
基

ク
所
畧
ボ
前
ニ
同
シ

壱
ノ
一
二
一

貮
ノ
二
七

67
愛
媛
縣
温
泉
郡
久
米
村
大
字
鷹

ノ
子
天
王
山
素
鵞
社
境
内

○

天
王
社
ノ
石
碑
ヨ
リ
附
會
セ
ル
口
碑
ニ
過
キ
ス

壱
ノ
一
二
一

貮
ノ
二
九

68
愛
媛
縣
温
泉
郡
拝
志
村
下
林
千

光
寺

○
○

口
碑
ト
当
時
ノ
状
勢
ト
ニ
據
ル
想
定
ナ
リ

壱
ノ
一
二
三
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一
七
三

　
　
　

書
類
整
ハ
ズ
未
ダ
審
議
ヲ
経
ザ
ル
モ
ノ

　

青
森
縣
南
津
軽
郡
旧
北
中
野
村
字
林
元

　

青
森
縣
南
津
軽
郡
浪
岡
村
字
五
輪
﨑
森

　

青
森
縣
南
津
軽
郡
富
木
館
村
大
字
水
木
御
林
森

　

福
島
縣
東
白
河
郡
近
津
村
大
字
中
山
本

　

滋
賀
縣
甲
賀
郡
雲
井
村
大
字
勅
旨
玉
桂
寺
境
内

69
愛
媛
縣
北
宇
和
郡
清
満
村
山
財

報
恩
寺

○

後
醍
醐
天
皇
ノ
御
霊
牌
ニ
據
リ
附
會
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ

壱
ノ
一
二
五

70
徳
島
縣
板
野
郡
板
西
町
字
青
塚

金
泉
寺
境
内

○

○

長
慶
天
皇
應
永
五
年
崩
御
ノ
事
ヲ
刻
セ
ル
石
棺
ノ
蓋

等
ノ
偽
物
ヲ
基
ト
ス
ル
妄
想
ナ
リ

壱
ノ
一
二
七

71
福
岡
縣
嘉
穂
郡
確
井
村
大
字
上

臼
井
字
浦
田
鬼
塚

○

継
承
家
譜
宸
翰
等
後
世
ノ
書
又
ハ
偽
作
ニ
據
ル
、
発

掘
ノ
結
果
ハ
上
古
ノ
墳
墓
ナ
リ

壱
ノ
一
三
一

72
福
岡
縣
嘉
穂
郡
千
手
村
千
手
寺

境
内

○

右
ト
同
系
ナ
リ

壱
ノ
一
三
三

73
北
海
道
渡
島
國
亀
田
郡
銭
亀
沢

村
字
観
音
林

○

何
等
ノ
根
據
ナ
ク
想
像
ニ
過
キ
ス

壱
ノ
一
三
五

貮
ノ
三
一

「（
後
筆
）
一
類　

六
六
ヶ
所

　

二
類　
　

七
ヶ
所
」



一
七
四

　

京
都
府
京
都
市
上
京
区
聖
護
院
町
字
西
畑

註本
史
料
は
、『
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
書
類
及
資
料
二
』
所
収
の
「
昭
和
十
一
年
四
月
『
長
慶
天
皇
御
陵
伝
説
箇
所
関
係
書

類
審
議
一
覧
一
』」
を
原
史
料
の
形
態
等
を
尊
重
し
て
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
表
枠
外
の
「
１
」
～
「
73
」
の
数

字
は
便
宜
の
た
め
に
仮
に
付
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
原
史
料
に
は
な
い
。


